
建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

一

建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

田
　
口
　
暢
　
之

　

本
稿
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
二
月
二
十
八
日
に
石
清
水
社
へ
奉
納
さ
れ
た
『
石
清
水
社
歌
合
』
の
注
釈
で
あ
る
。
現
存
諸
本
は

「
旅
宿
嵐
」
題
十
五
番
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
が
、
元
来
は
「
社
頭
松
」・「
月
前
雪
」
題
を
加
え
た
三
題
四
十
五
番
で
、
谷
山
茂
・
樋
口

芳
麻
呂
『
未
刊
中
世
歌
合
集　

上
』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
九
年
）
が
二
十
三
首
を
集
成
し
て
い
る
。
な
お
、
ほ
か
に
慈
円
の
歌
稿
と
思

わ
れ
る
五
首
（
拾
玉
集
・
四
一
八
八
・
四
一
八
九
・
四
一
九
一
・
四
一
九
三
・
四
一
九
四
）
が
見
え
る
。

　

建
仁
元
年
は
七
月
に
和
歌
所
が
設
置
さ
れ
、『
新
古
今
集
』
の
編
纂
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
り
、
当
該
歌
合
の
作
者
も
後
鳥
羽
院
以
下
、

藤
原
俊
成
・
定
家
、
宮
内
卿
・
俊
成
卿
女
な
ど
新
古
今
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
が
目
立
つ
。
ま
た
、
後
鳥
羽
院
は
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）

ま
で
毎
年
の
よ
う
に
石
清
水
社
へ
歌
合
を
奉
納
す
る
が
、
現
存
す
る
資
料
の
中
で
当
該
歌
合
は
そ
の
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
奉
納
の
様

子
が
『
明
月
記
』
に
記
さ
れ
る
点
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。
判
者
は
藤
原
俊
成
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
拙
稿
「
建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌

合
』
の
判
者
―
鶴
見
大
学
図
書
館
本
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
」
汲
古
80
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
）。

以
下
、
伝
本
の
書
誌
を
記
す
（
一
部
、
前
掲
拙
稿
の
記
述
と
重
な
る
）。

・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本

請
求
記
号
：
二
〇
一
・
〇
二
一
二
。
袋
綴
。
一
冊
。〔
江
戸
中
期
〕
写
。
茶
色
無
地
表
紙
〔
原
装
〕。
縦
二
七
・
四
糎
×
横
一
九
・
三
糎
。

外
題
、
表
紙
左
肩
の
白
題
簽
（
縦
一
七
・
七
糎
×
横
三
・
六
糎
）
に
「
建
仁
元
年
石
清
水
社
歌
合　
全
」
と
書
写
〔
本
文
別
筆
〕。
内



二

題
、「
石
清
水
社
哥
合　
建
仁
元
年
十
二
月
廿
八
日
」〔
本
文
同
筆
〕。
料
紙
、
楮
紙
。
見
返
し
も
同
じ
。
墨
付
、
一
一
丁
。
遊
紙
、
前
後
各

一
丁
。
毎
半
葉
八
行
。
和
歌
二
行
書
（
上
句
末
で
改
行
）。
字
高
、
約
二
〇
・
八
糎
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
蔵
書
印
、
一
オ
右
上
と

一
一
ウ
左
上
に
「
太
政
官
／
文
庫
」（
朱
・
陽
・
方
・
単
。
縦
四
・
五
糎
×
横
四
・
五
糎
）。

・
鶴
見
大
学
図
書
館
本

登
録
番
号
：
一
四
一
八
七
〇
六
。
袋
綴
。
一
冊
。〔
江
戸
中
期
〕
写
。
薄
萌
葱
色
布
目
地
金
銀
泥
下
絵
表
紙
〔
原
装
〕。
縦
二
八
・
三
糎

×
横
一
九
・
九
糎
。
外
題
な
し
。
内
題
、「
石
清
水
社
哥
合　

建
仁
元
年
十
二
月
廿
八
日
」〔
本
文
同
筆
〕。
料
紙
、
楮
紙
。
見
返
し
も

同
じ
。
墨
付
、
一
一
丁
。
遊
紙
、
前
後
各
一
丁
。
毎
半
葉
八
行
。
和
歌
二
行
書
（
上
句
末
で
改
行
）。
字
高
、
約
二
〇
・
五
糎
。
奥
書
・

識
語
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。
前
遊
紙
裏
に
、

題此
哥
合
各
三
首
宛
歟

　

社
頭
松　

月
前
雪　

旅
宿
嵐

と
い
う
他
本
に
な
い
記
述
が
あ
る
〔
本
文
同
筆
〕。
本
文
は
内
閣
文
庫
本
に
極
め
て
近
い
。

・
彰
考
館
本

整
理
番
号
：
巳
一
二
・
〇
七
二
一
三
。
原
本
未
見
。
前
掲
『
未
刊
中
世
歌
合
集　

上
』
に
よ
る
と
、「
紙
表
紙
、
胡
蝶
装
、
縦

二
十
五
・
八
糎
、
横
十
七
・
九
糎
、
一
面
八
行
、
墨
付
十
一
枚
の
近
世
中
期
頃
写
本
」。
同
書
に
内
閣
文
庫
本
と
の
異
同
が
示
さ
れ
る
。

「
一
番
」
な
ど
の
番
数
は
全
体
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
ず
、
一
・
二
番
歌
は
勝
負
付
を
欠
く
。

・
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本

整
理
番
号
：
Ｎ
九
一
一
・
一
八
／
Ｉ
九
六
。
Ｄ
Ｏ
Ｉ
：10.20730/100040538
。
袋
綴
。
一
冊
。〔
江
戸
後
期
〕
写
。
砥
粉
色
布
目
地

表
紙
〔
原
装
〕。
縦
二
六
・
四
糎
×
横
一
七
・
九
糎
。
外
題
、
表
紙
左
肩
の
白
題
簽
（
縦
一
六
・
五
糎
×
横
三
・
九
糎
）
に
「
石
清
水



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

三

社
哥
合　
全
」
と
書
写
〔
本
文
別
筆
〕。
内
題
、「
石
清
水
社
哥
合
／
建
仁
元
年
十
二
月
廿
八
日
」〔
本
文
同
筆
〕（「
建
仁
」
に
朱
引
あ

り
）。
料
紙
、
楮
紙
。
見
返
し
も
同
じ
。
墨
付
、
八
丁
。
遊
紙
、
前
一
丁
、
後
な
し
。
毎
半
葉
九
行
、
和
歌
一
行
書
。
字
高
、
約

一
八
・
七
糎
。
奥
書
・
識
語
な
し
。
蔵
書
印
な
し
。
前
遊
紙
裏
に
「
新
田
義
美
氏
／
御
寄
贈
」
の
印
あ
り
。
一
～
八
・
十
一
・
十
三
～

十
五
番
の
勝
負
付
は
朱
。

内
題
の
後
に
、
他
本
に
は
な
い
次
の
作
者
一
覧
を
も
つ
。

　

作
者
左
方

女
房　
　
　
　
　

内
大
臣　
　

前
権
僧
正
慈
円

権
中
納
言
隆
房　

公
継
卿　
　

経
家
卿

通
光
卿　
　
　
　

沙
弥
寂
信　

沙
弥
釈
阿

俊
成
卿
女　
　
　

隆
信
朝
臣　

有
家
朝
臣

定
家
朝
臣　
　
　

具
親　
　
　

家
長

　
　

右
方

忠
良
卿　
　
　
　

小
侍
従　
　

宮
内
卿

兼
宗
卿　
　
　
　

通
具
朝
臣　

法
印
静
賢

越
前　
　
　
　
　

沙
弥
生
蓮　

中
納
言

沙
弥
寂
蓮　
　
　

保
季
朝
臣　

鴨
長
明

雅
経　
　
　
　
　

道
清　
　
　

秀
能



四

〔
附
記
〕

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
調
査
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
国
立
公
文
書
館
、
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
鶴
見
大
学
図
書
館
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費22K

00303

（
研
究
代
表
者
：
加
藤
弓
枝
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
凡
例
】

一
、�

ま
ず
歌
番
号
と
整
定
本
文
を
掲
げ
、
次
に
他
出
・
通
釈
・
参
考
・
語
釈
、
必
要
に
応
じ
て
補
説
の
項
を
設
け
た
。

一
、
底
本
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
二
〇
一
・
〇
二
一
二
）
で
あ
る
（『
新
編
国
歌
大
観
』、
谷
山
茂
・
樋
口
芳
麻
呂
『
未
刊
中
世

歌
合
集　

上
』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
九
年
）
に
同
じ
）。

現
在
知
ら
れ
る
次
の
三
本
（
最
初
の
一
字
は
略
称
）
と
校
合
し
、
主
な
異
同
は
語
釈
で
触
れ
た
。

・
鶴
：
鶴
見
大
学
図
書
館
本
（
一
四
一
八
七
〇
六
）

・
彰
：
彰
考
館
本
（
巳
一
二
・
〇
七
二
一
三
）。
前
掲
『
未
刊
中
世
歌
合
集　

上
』
参
照
。

・
群
：
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
（
Ｎ
九
一
一
・
一
八
／
Ｉ
九
六
。D

O
I

：10.20730/100040538

）

な
お
、
底
本
の
翻
刻
お
よ
び
校
異
の
詳
細
は
「
中
世
歌
合
Ｄ
Ｂ
（
仮
）」（
二
〇
二
三
年
四
月
公
開
予
定
）
参
照
。

一
、
他
出
は
作
品
名
、
詞
書
、
歌
番
号
を
記
し
、
異
同
の
あ
る
部
分
の
み
本
文
を
掲
げ
た
。

一
、
通
釈
は
逐
語
訳
を
原
則
と
し
、
私
に
言
葉
を
補
っ
た
場
合
は
（　

）
に
括
っ
て
区
別
し
た
。

一
、
参
考
に
は
和
歌
の
作
者
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
先
行
歌
（
本
歌
を
含
む
）、
お
よ
び
和
歌
の
読
解
に
資
す
る
類
想
歌
を
掲
げ
た
。

一
、
私
家
集
の
引
用
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』、『
万
葉
集
』
の
引
用
は
『
校
本
萬
葉
集
』
別
冊
所
収
の
廣
瀨
本
（
歌
番
号
は
国
歌
大
観
）、

そ
れ
以
外
の
和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』、
物
語
な
ど
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
り
、
私
に
表
記
を
改
め
た
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

五

一
番　

旅
宿
嵐

左
勝�

女
房
後
鳥
羽
院

１
草
ま
く
ら
結
ば
ぬ
夢
は
夜
ご
ろ
へ
て
た
だ
山
風
の
松
に
ふ
く
声

右�

忠
良

２
雲
ち
か
き
峰
の
木
の
葉
を
片
敷
き
て
枕
の
下
に
あ
ら
し
を
ぞ
聞
く

右
歌
、
末
の
句
な
ど
よ
ろ
し
く
聞
こ
え
侍
る
を
、
左
歌
、「
結
ば
ぬ
夢
は
夜
ご
ろ
へ
て
」
と
置
き
て
、「
た
だ
山
風
の
」
と
侍
る

心
・
詞
、
な
ほ
あ
り
が
た
く
聞
こ
え
侍
れ
ば
、
左
無
限
勝
よ
し
侍
り
と
や
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉『
後
鳥
羽
院
御
集
』（
旅
宿
嵐
・
一
五
六
六
）。「
同
〔
建
仁
元
年
〕
十
二
月
廿
八
日
石
清
水
社
歌
合
」
の
詞
書
を
受
け
る
。

〈
右
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
八
・
旅
・
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
嵐
・
一
六
八
九
〇
）。

【
通
釈
】

一
番　

旅
先
で
宿
っ
た
際
の
嵐

左
勝�

女
房
後
鳥
羽
院

１
草
の
枕
は
（
強
風
の
た
め
、
よ
く
も
）
結
ば
ず
、
結
ぶ
こ
と
の
な
い
夢
は
幾
夜
も
続
い
て
、
た
だ
山
風
が
松
に
吹
き
わ
た
る
音
ば
か

り
。

右�

忠
良

２
雲
に
近
い
山
頂
の
木
の
葉
を
独
り
寝
の
床
に
敷
い
て
、
枕
の
下
に
（
ふ
も
と
へ
吹
き
お
ろ
す
）
強
風
の
音
を
聞
く
こ
と
だ
。

右
歌
は
下
の
句
な
ど
が
素
晴
ら
し
く
聞
こ
え
ま
す
け
れ
ど
も
、
左
歌
は
「
結
ぶ
こ
と
の
な
い
夢
は
幾
夜
も
続
い
て
」
と
置
い
て
、



六

「
た
だ
山
風
が
」
と
ご
ざ
い
ま
す
趣
向
・
表
現
は
や
は
り
め
っ
た
に
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
の
で
、
左
が
こ
の
う
え
な
い
勝
の

旨
で
す
と
か
。

【
参
考
】

①
滝
の
音
松
の
あ
ら
し
を
枕
に
て
む
す
ば
ぬ
夢
の
む
す
ぼ
ほ
れ
つ
つ
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
廿
一
番
右
・
四
四
二
・
雅
経
）

②
面
影
は
教
へ
し
宿
に
先
だ
ち
て
こ
た
へ
ぬ
風
の
松
に
ふ
く
声

（
六
百
番
歌
合
・
尋
恋
・
卅
番
左
・
六
五
九
・
定
家
／
三
百
六
十
番
歌
合
・
雑
・
卅
番
右
・
六
三
六
／
定
家
家
隆
両
卿
撰
歌
合
・

三
十
二
番
左
・
六
三
）

③
山
遠
雲
埋
二
行
客
跡
一　

松
寒
風
破
二
　
旅
人
夢
一
　
（
和
漢
朗
詠
集
・
雲
・
四
〇
四
・
无
名
）

④
山
の
端
は
峰
の
木
の
葉
に
き
ほ
ひ
つ
つ
雲
よ
り
お
ろ
す
さ
を
鹿
の
声
（
正
治
初
度
百
首
・
山
家
・
二
九
一
・
式
子
内
親
王
）

⑤
嵐
を
や
峰
の
木
の
葉
は
さ
そ
ふ
ら
ん
散
れ
ば
枕
に
音
き
こ
ゆ
な
り
（
仙
洞
十
人
歌
合
・
山
風
・
卅
四
番
右
・
六
八
・
寂
蓮
）

【
語
釈
】

〇
旅
宿
嵐　

異
文
「
旅
宿
風
」（
彰
）
は
各
歌
の
内
容
や
他
出
な
ど
に
よ
り
非
。「
旅
宿
」
は
旅
先
で
宿
る
こ
と
。「
嵐
」
は
強
風
の
意

で
、
多
く
秋
や
冬
に
詠
ま
れ
る
。
当
該
歌
合
は
十
二
月
二
十
八
日
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
冬
に
寄
せ
る
。
同
題
の
先
行
例
は
見
え
な
い

が
、
後
世
の
『
院
御
歌
合
宝
治
元
年
』
な
ど
に
継
承
さ
れ
る
。
先
行
の
類
似
題
と
し
て
は
、
当
該
歌
合
の
二
年
前
に
定
家
が
「
羇
中
晩
嵐
」

題
を
「
い
づ
こ
に
か
今
宵
は
宿
を
か
り
衣
ひ
も
ゆ
ふ
暮
の
峯
の
嵐
に
」（
拾
遺
愚
草
・
正
治
元
年
冬
左
大
臣
家
十
首
歌
合
・
二
六
七
八
）

と
詠
み
、『
新
古
今
集
』（
羈
旅
・
九
五
二
）
に
入
集
す
る
。
後
年
に
は
家
隆
が
「
旅
浦
嵐
」
題
を
「
夕
嵐
う
ら
わ
け
衣
ふ
き
は
ら
へ
藻

塩
の
け
ぶ
り
袖
に
た
な
び
く
」（
玉
吟
集
・
前
参
議
信
成
卿
北
野
会
に
・
二
六
一
九
）
と
詠
む
。　

〇
女
房
後
鳥
羽
院　

一
一
八
〇
～

一
二
三
九
年
。
在
位
一
一
八
三
～
九
八
年
。
高
倉
院
皇
子
。
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
か
ら
和
歌
を
詠
み
は
じ
め
、
同
二
年
に
は
二
度



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

七

の
百
首
歌
の
ほ
か
、『
院
当
座
歌
合
』
や
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
な
ど
、
翌
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
に
も
『
老
若
五
十
首
歌
合
』、『
新

宮
撰
歌
合
』、『
鳥
羽
殿
影
供
歌
合
』、
ま
た
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』
な
ど
多
く
の
歌
合
や
定
数
歌
を
開
催
。
急
速
に
詠
歌
の
実
力
を
高

め
、『
新
古
今
集
』
の
編
纂
を
命
じ
る
。
当
該
歌
合
は
同
年
末
に
開
催
さ
れ
た
。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
上
皇
、
二
十
二
歳
。　

〇
草
ま
く
ら
結
ば
ぬ
夢
は　
「
草
ま
く
ら
」
は
草
を
結
ん
で
作
る
枕
の
意
。「
結
」
の
枕
詞
で
も
あ
る
。「
旅
宿
」
題
で
あ
り
な
が
ら

「
草
ま
く
ら
結
ば
ぬ
」
と
詠
み
は
じ
め
る
意
外
性
が
眼
目
。「
嵐
」
の
激
し
さ
を
強
調
す
る
。「
結
ば
ぬ
夢
」
が
幾
晩
も
続
く
と
詠
む
こ

と
で
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
類
似
の
言
葉
続
き
と
し
て
「
草
枕
結
ぶ
夢
路
は
都
に
て
さ
む
る
は
旅
の
空
ぞ
悲
し
き
」（
治
承

三
十
六
人
歌
合
・
旅
・
二
九
・
実
定
／
月
詣
集
・
羈
旅
・
二
六
〇
・
三
句
「
さ
む
れ
ば
旅
の
」）
の
先
行
例
が
あ
る
。
類
想
の
先
行
歌

に
は
「
旅
寝
す
る
宮
城
が
原
の
草
枕
ゆ
め
む
す
ば
せ
ぬ
鹿
の
声
か
な
」（
歌
合
文
治
二
年
・
鹿
・
九
番
右
・
八
六
・
経
泰
）
や
、
当
該
歌
合

と
同
年
に
詠
ま
れ
た
①
な
ど
が
あ
る
。　

〇
夜
ご
ろ
へ
て　
「
夜
ご
ろ
」
は
幾
夜
の
意
で
、
院
政
期
あ
た
り
か
ら
用
例
が
増
え
、
勅
撰

集
で
は
『
新
古
今
集
』
に
初
め
て
「
聞
き
て
し
も
な
ほ
ぞ
寝
ら
れ
ぬ
時
鳥
ま
ち
し
夜
ご
ろ
の
心
な
ら
ひ
に
」（
夏
・
一
九
九
・
有
仁
）

が
採
ら
れ
る
。「
呉
竹
の
葉
末
に
す
が
る
白
雪
も
夜
ご
ろ
へ
ぬ
れ
ば
氷
と
ぞ
な
る
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
冬
・
百
九
十
四
番
右
・

三
八
八
・
良
経
）
は
「
夜
ご
ろ
」
と
「
経
」
を
詠
ん
だ
先
行
例
。
後
鳥
羽
院
は
同
時
期
に
「
花
の
か
げ
旅
寝
の
嵐
夜
ご
ろ
へ
て
月
ぞ
な

れ
行
く
袖
の
手
枕
」（
仙
洞
句
題
五
十
首
・
花
下
送
日
・
一
〇
二
／
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
一
六
六
・
初
句
「
花
の
陰
の
」）
と
も
詠
む
。　

〇
た
だ
山
風
の
松
に
ふ
く
声　

類
似
の
表
現
は
②
に
早
く
見
え
、
判
者
俊
成
は
「
末
句
な
ほ
よ
ろ
し
き
様
に
や
侍
ら
ん
」
と
評
し
た
。

当
該
歌
の
趣
向
は
③
に
通
じ
よ
う
。
著
名
な
「
吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を
嵐
と
い
ふ
ら
む
」（
古
今
集
・
秋

下
・
二
四
九
・
文
屋
康
秀
）
な
ど
に
よ
り
、「
山
風
」
に
よ
っ
て
「
嵐
」
の
題
意
を
満
た
す
。「
さ
ら
ぬ
だ
に
秋
の
旅
寝
は
悲
し
き
に
松

に
吹
く
な
り
鳥
籠
の
山
風
」（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
六
七
・
秀
能
）
の
よ
う
に
、「
松
」
に
吹
く
「
山
風
」
の
「
声
」
は
旅
寝
の
悲
哀

を
際
立
た
せ
る
。
こ
の
秀
能
歌
は
『
如
願
法
師
集
』（
七
九
六
）
に
よ
る
と
成
立
年
未
詳
の
「
八
幡
若
宮
御
哥
合
」
の
作
。
後
鳥
羽
院



八

は
ほ
か
に
も
「
草
ま
く
ら
旅
寝
の
夢
の
関
守
は
野
に
も
山
に
も
松
に
ふ
く
風
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・〔
建
仁
元
年
三
月
〕
外
宮
御
百
首
・

雑
・
三
九
八
）
と
詠
む
。
な
お
、
四
句
に
「
た
ゝ
あ山

か

せ

の

イ

ら
し
の
み
」（
群
）
の
異
文
も
あ
る
が
、
諸
本
や
家
集
の
「
山
風
の
」
が
穏
当
か
。

〇
忠
良　

一
一
六
四
～
一
二
二
五
年
。
藤
原
基
実
男
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。『
正
治
初
度
百
首
』『
仙
洞
十
人
歌
合
』『
老
若
五
十

首
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
し
、『
千
五
百
番
歌
合
』
で
は
判
者
も
務
め
る
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
正
二
位
権
大
納
言
。
三
十
八
歳
。　

〇
雲
ち
か
き
峰　
「
思
ひ
あ
ま
り
い
と
も
す
べ
な
み
玉
だ
す
き
雲
ゐ
る
山
に
我
し
め
結
ぶ
」（
古
今
六
帖
・
服
飾
・
玉
襷
・
三
二
一
九
）

の
よ
う
に
「
雲
ゐ
る
山
・
峰
」
と
い
う
表
現
が
多
い
。「
雲
ち
か
き
」
の
先
行
例
と
し
て
は
「
秋
風
と
雁
に
や
告
ぐ
る
夕
暮
の
雲
近
き

ま
で
行
く
蛍
か
な
」（
正
治
初
度
百
首
・
夏
・
二
三
八
・
式
子
内
親
王
／
三
百
六
十
番
歌
合
・
夏
・
四
十
五
番
右
・
二
三
四
）
な
ど
が

あ
る
。　

〇
木
の
葉
を
片
敷
き
て　
「
片
敷
く
」
は
自
分
の
着
物
を
敷
く
だ
け
で
、
恋
人
と
共
寝
は
し
な
い
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は

着
物
の
か
わ
り
に
「
木
の
葉
」
を
敷
く
と
詠
ん
だ
。「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。「
草
枕
木
の
葉
か
た
し
く
寝
覚
め
に
は
鹿
の
声
さ
へ

さ
び
し
か
り
け
り
」（
散
木
奇
歌
集
〈
書
陵
部
本
〉・
秋
・
旅
宿
鹿
・
四
四
九
／
同
〈
冷
泉
家
本
〉・
秋
・
四
四
五
）
な
ど
の
先
行
例
が

あ
る
。　

〇
枕
の
下
に
あ
ら
し
を
ぞ
聞
く　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。「
枕
の
下
」
は
「
し
き
た
へ
の
枕
の
下
に
海
は
あ
れ
ど
人
を
見
る

め
は
お
ひ
ず
ぞ
あ
り
け
る
」（
古
今
集
・
恋
二
・
五
九
五
・
紀
友
則
）
の
よ
う
に
誇
張
し
た
比
喩
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
該
歌
も
比
喩
的
で
は
あ
る
が
、
元
来
「
嵐
」
は
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
強
風
を
指
す
た
め
、「
雲
ち
か
き
峰
」
の
旅

寝
で
は
「
枕
の
下
」
に
「
嵐
」
の
音
が
聞
こ
え
る
と
詠
ん
だ
点
に
工
夫
が
あ
ろ
う
。
先
行
す
る
類
想
歌
に
④
や
⑤
が
あ
る
。
特
に
⑤
は

忠
良
歌
と
番
え
ら
れ
た
作
で
、
直
接
的
な
影
響
関
係
も
想
定
で
き
よ
う
。

〇
無
限
勝
よ
し
侍
り
と
や　

底
本
「
勝
よ
し
」
は
「
勝
歟
」
に
も
見
え
る
字
形
。「
無
限
⃝勝
歟

侍
と
や
」（
鶴
）、「
無
限
勝
持
と
や
」（
彰
）、

「
無
限
勝
な
り
と
侍
に
や
」（
群
）
の
異
同
が
あ
る
。
判
者
と
思
わ
れ
る
俊
成
に
は
「
右
の
歌
、
な
ほ
限
り
な
く
侍
り
」（
後
京
極
殿
御

自
歌
合
・
卅
六
番
）
と
い
っ
た
判
詞
も
見
え
、「
勝
よ
し
（
ま
た
は
「
歟
」）」
は
後
人
の
傍
記
が
本
文
化
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
前



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

九

掲
「
建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
の
判
者
―
鶴
見
大
学
図
書
館
本
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
」
参
照
）。
そ
の
場
合
、
本
来
の
本
文
は

「
無
限
侍
と
や
（
ま
た
は
「
に
や
」）」
と
な
り
、「
こ
の
う
え
な
い
で
す
と
か
（
ま
た
は
「
で
し
ょ
う
か
」）」
の
意
に
な
る
。

二
番

左
持�

内
大
臣

３
し
ほ
れ
果
て
結
ぶ
さ
び
し
き
草
枕
な
に
と
嵐
の
あ
は
れ
そ
ふ
ら
む

右�

小
侍
従

４
吹
き
す
ぐ
る
峰
の
あ
ら
し
も
心
せ
よ
真
木
の
い
た
ぶ
し
今
夜
ば
か
り
ぞ

左
歌
、
心
い
と
を
か
し
く
見
え
侍
り
。

右
歌
、
姿
は
よ
ろ
し
く
侍
る
を
、「
真
木
の
い
た
ぶ
し
」
と
何
事
に
か
侍
ら
ん
。
真
木
の
下
な
ど
に
臥
し
た
る
心
に
や
。
お
ぼ
つ

か
な
く
侍
れ
ば
、
勝
劣
申
し
が
た
く
や
。

【
他
出
】
左
右
と
も
な
し
。

【
通
釈
】

二
番

左
持�

内
大
臣
（
通
親
）

３
心
も
沈
み
き
り
露
に
も
濡
れ
そ
ぼ
っ
て
結
ぶ
さ
び
し
い
草
の
枕
。（
さ
ら
に
）
ど
う
し
よ
う
と
い
っ
て
、
強
風
が
も
の
悲
し
さ
を
加
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

右�

小
侍
従



一
〇

４
吹
き
す
ぎ
る
山
頂
の
強
風
も
気
を
付
け
て
お
く
れ
。
真
木
の
板
に
寝
る
の
は
今
夜
だ
け
な
の
だ
よ
。

左
歌
は
趣
向
が
た
い
へ
ん
面
白
く
見
え
ま
す
。

右
歌
は
一
首
の
ス
タ
イ
ル
は
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、「
真
木
の
板
に
寝
る
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
真

木
の
下
な
ど
に
寝
て
い
る
と
い
う
趣
向
で
し
ょ
う
か
。（
意
味
が
）
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
の
で
、
勝
敗
は
申
し
あ
げ
に
く
い
か
。

【
参
考
】

①
草
の
葉
に
し
を
れ
ふ
し
ぬ
る
袖
ま
く
ら
夢
や
は
む
す
ぶ
夜
半
の
白
露

（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
千
四
百
六
十
一
番
右
・
二
九
二
三
・
雅
経
）

②
大
方
の
時
の
あ
は
れ
を
う
ち
そ
へ
て
我
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
ぞ
あ
り
け
る
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
五
五
六
・
通
親
）

③
軒
ち
か
き
峰
の
あ
ら
し
も
心
せ
よ
木
の
葉
な
ら
で
は
曇
る
宿
か
は（

千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
八
百
七
十
一
番
右
・
一
七
四
一
・
寂
蓮
）

④
千
鳥
な
く
与
謝
の
浦
風
こ
こ
ろ
せ
よ
都
こ
ひ
し
き
旅
の
寝
覚
め
に
（
隆
信
集
・
海
辺
旅
宿
・
三
七
二
）

【
語
釈
】

〇
内
大
臣　

源
通
親
。
一
一
四
九
～
一
二
〇
二
年
。
源
雅
通
男
。
後
鳥
羽
院
の
父
高
倉
院
の
近
臣
。
ま
た
、
後
鳥
羽
院
の
乳
母
範
子
の

娘
在
子
を
猶
子
と
し
、
後
鳥
羽
院
に
入
内
さ
せ
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
。
内
大
臣
従
三
位
に
至
る
。
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）『
住
吉
社

歌
合
』
や
『
正
治
初
度
百
首
』
な
ど
に
出
詠
。
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）『
石
清
水
若
宮
歌
合
』
で
は
判
者
と
な
り
、
同
年
か
ら
複
数

回
に
わ
た
り
『
影
供
歌
合
』
を
主
催
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
へ
与
え
た
影
響
に
も
注
意
さ
れ
る
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
従
三
位
、

五
十
三
歳
。　

〇
し
ほ
れ
果
て　
「
し
ほ
る
・
し
を
る
」
は
草
葉
な
ど
が
露
に
濡
れ
た
り
、
そ
の
重
さ
で
た
わ
ん
だ
り
す
る
こ
と
。
ま

た
涙
も
連
想
さ
れ
る
た
め
、「
小
萱
し
く
比
良
の
あ
ら
野
の
露
け
き
に
心
ま
で
や
は
し
を
れ
は
つ
べ
き
」（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

一
一

三
八
六
・
守
覚
法
親
王
）
の
ご
と
く
気
分
が
落
ち
込
む
こ
と
を
も
暗
示
。
ほ
ぼ
同
時
期
の
類
想
歌
で
あ
る
①
の
よ
う
に
、
当
該
歌
も

「
草
」
と
旅
人
の
悲
哀
を
結
び
付
け
る
。　

〇
結
ぶ
さ
び
し
き
草
枕　
「
野
風
の
み
寂
し
き
旅
の
草
枕
や
が
て
ゆ
ひ
め
に
き
り
ぎ
り
す
な

く
」（
永
久
百
首
・
蛬
・
三
三
一
・
仲
実
）
の
よ
う
に
、
草
枕
を
結
ぶ
旅
寝
は
さ
び
し
い
と
い
う
の
が
通
念
。「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た

す
。　

〇
な
に
と
嵐
の
あ
は
れ
そ
ふ
ら
む　

四
句
は
「
さ
も
し
る
き
月
の
光
も
あ
る
も
の
を
何
と
嵐
の
秋
と
告
ぐ
ら
ん
」（
出
観
集
・

秋
・
二
九
八
）
や
「
谷
風
は
戸
を
吹
き
あ
け
て
入
る
も
の
を
な
に
と
嵐
の
窓
た
た
く
ら
ん
」（
山
家
集
・
雑
・
九
六
六
）
の
先
行
例
が

あ
る
。
題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。
た
だ
で
さ
え
寂
し
い
旅
寝
な
の
に
、
な
ぜ
「
嵐
」
は
さ
ら
に
「
あ
は
れ
」
を
加
え
る
の
か
と
い
う
意
。

先
行
す
る
類
想
歌
に
「
さ
ら
ぬ
だ
に
入
相
の
鐘
の
寂
し
き
に
あ
は
れ
を
添
ふ
る
虫
の
声
か
な
」（
重
家
集
・
寺
静
聞
虫
・
二
七
〇
）
や

「
松
風
の
音
あ
は
れ
な
る
山
里
に
さ
び
し
さ
添
ふ
る
蜩
の
声
」（
山
家
集
・
雑
・
九
四
〇
）
が
あ
る
。
ま
た
、
通
親
自
身
が
②
を
詠
む
ほ

か
、「
磯
の
松
嵐
に
た
へ
ぬ
折
し
も
あ
れ
あ
は
れ
う
ち
そ
ふ
波
の
音
か
な
」（
正
治
後
度
百
首
・
海
辺
・
七
九
・
後
鳥
羽
院
）
や
「
あ
は

れ
な
る
草
の
枕
の
仮
寝
か
な
夜
半
の
け
し
き
も
峰
の
嵐
も
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
卅
三
番
右
・
四
六
六
・
越
前
）
な
ど
の

同
時
代
詠
も
見
え
る
。

〇
小
侍
従　

生
没
年
未
詳
。
石
清
水
八
幡
宮
別
当
紀
光
清
女
。
母
は
歌
人
の
花
園
左
大
臣
家
小
大
進
。
二
条
天
皇
・
多
子
・
高
倉
天
皇

に
出
仕
。
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
出
家
し
た
後
も
、『
正
治
初
度
百
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。『
千
載
集
』
初
出
。

当
時
八
十
歳
超
か
。　

〇
吹
き
す
ぐ
る
峰
の
あ
ら
し
も　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。
前
年
に
「
い
つ
し
か
と
凍
る
み
ぎ
は
や
朝
嵐
の
吹
き

す
ぎ
て
行
く
跡
を
見
す
ら
ん
」（
正
治
後
度
百
首
・
氷
・
七
四
四
・
賀
茂
季
保
）
が
あ
り
、
後
代
に
「
吹
き
す
ぐ
」
と
「
嵐
」
を
組
み

合
わ
せ
る
例
が
散
見
す
る
。
慣
れ
な
い
旅
路
に
「
心
せ
よ
」
と
旅
人
へ
呼
び
か
け
る
先
行
例
が
あ
る
の
で
（
後
述
）、
そ
れ
を
前
提
に

旅
人
だ
け
で
な
く
「
あ
ら
し
も
」
と
言
っ
た
か
。　

〇
心
せ
よ　

ほ
ぼ
同
時
期
に
③
が
あ
り
、
判
者
定
家
は
「
心
せ
よ
と
い
へ
る
、
こ

ひ
ね
が
は
れ
ず
や
侍
ら
ん
」
と
非
難
す
る
。
し
か
し
、
用
例
は
院
政
期
か
ら
少
な
か
ら
ず
見
え
、「
草
ま
く
ら
旅
寝
の
人
は
心
せ
よ
有



一
二

明
の
月
も
か
た
ぶ
き
に
け
り
」（
堀
河
百
首
・
暁
・
一
二
八
四
・
師
頼
／
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
二
五
）
の
よ
う
に
旅
人
を
気
遣
う
作

や
、
当
該
歌
と
同
趣
向
の
④
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
小
侍
従
は
「
み
か
り
す
る
野
辺
の
き
ぎ
す
よ
心
せ
よ
そ
そ
や
は
し
鷹
鈴
な
ら
す
な

り
」（
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
・
鷹
狩
・
九
一
）
と
も
詠
む
。　

〇
真
木
の
い
た
ぶ
し　
「
い下

た
ふ
し
」（
群
）
は
判
詞
の
内
容
に
引
か

れ
た
傍
記
か
。
判
詞
の
非
難
ど
お
り
「
い
た
ぶ
し
」
や
「（
真
木
の
）
下
臥
」
の
先
行
例
は
な
く
、
意
味
も
分
か
り
に
く
い
。「
真
木
」

は
檜
な
ど
の
建
築
用
材
の
美
称
で
、「
真
木
の
板
戸
・
板
屋
」
な
ど
の
例
が
多
い
。
当
該
歌
合
の
直
前
に
秀
能
が
「
山
深
み
人
目
絶
え

た
る
夕
暮
れ
の
真
木
の
板
戸
を
と
ふ
嵐
か
な
」（
如
願
法
師
集
・
建
仁
元
年
十
二
月
二
日
、
影
供
御
哥
合
・
山
家
夕
嵐
・
八
三
五
）
と

詠
む
よ
う
に
、「
真
木
」
は
山
家
と
も
結
び
付
け
ら
れ
や
す
い
。『
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
』
で
も
「
山
野
并
人
家
に
秋
風
吹
き
た
る

所
荻
有
」
と
注
さ
れ
た
「
秋
風
」
題
に
「
真
木
の
戸
を
た
た
く
嵐
に
こ
た
ふ
れ
ば
荻
の
上
葉
や
主
な
る
ら
ん
」（
秋　

七
月
・

一
四
七
・
実
房
）
の
作
が
見
え
る
。
ま
た
「
嵐
」
を
詠
む
場
合
は
「
さ
も
こ
そ
は
今
朝
の
嵐
の
荒
か
ら
め
あ
な
は
し
た
な
の
真
木
の
板

戸
や
」（
永
久
百
首
・
嵐
・
二
七
〇
・
忠
房
）、「
真
木
の
板
は
夜
半
の
嵐
に
う
づ
も
れ
て
木
の
葉
を
わ
く
る
朝
煙
か
な
」（
月
詣
集
・
十

月
・
落
葉
・
九
〇
六
・
覚
延
法
師
）、「
山
陰
に
た
の
む
庵
も
荒
れ
ね
と
や
嵐
に
か
ろ
き
真
木
の
板
葺
き
」（
宝
治
百
首
・
雑
・
山
家
嵐
・

三
七
〇
二
・
寂
西
）
の
よ
う
に
真
木
の
戸
や
屋
根
が
嵐
に
荒
れ
る
様
子
が
詠
ま
れ
や
す
い
。
当
該
歌
は
「
真
木
の
板
」
の
山
家
に
臥
す

こ
と
を
「
真
木
の
い
た
ぶ
し
」
と
表
現
し
、「
た
だ
で
さ
え
不
安
な
旅
寝
な
の
だ
か
ら
、
真
木
の
戸
や
屋
根
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
よ
」
と
嵐
に
呼
び
か
け
る
趣
向
か
。　

〇
今
夜
ば
か
り
ぞ　

今
夜
だ
け
の
旅
寝
。
四
句
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た

す
。

〇
真
木
の
下
な
ど
に
臥
し
た
る
心
に
や　

判
者
は
「
真
木
」
す
な
わ
ち
檜
な
ど
の
「
下
」
に
野
宿
す
る
と
解
し
た
か
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

一
三

三
番

左
勝�

慈
円

５
野
辺
さ
む
し
荻
の
枯
れ
葉
を
片
敷
き
て
過
ぐ
る
嵐
を
枕
に
ぞ
聞
く

右�

宮
内
卿

６
仮
寝
す
る
床
の
柴
垣
ひ
ま
を
あ
ら
み
う
ち
も
あ
ら
は
に
冴
ゆ
る
山
風

左
歌
、
末
句
「
過
ぐ
る
嵐
を
枕
に
ぞ
聞
く
」
と
い
へ
る
心
、
も
っ
と
も
よ
ろ
し
く
侍
る
べ
し
。
よ
て
為
レ
勝
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉『
拾
玉
集
』（
旅
宿
嵐
・
四
一
九
二
・
二
句
「
荻
の
上
葉
を
」・
五
句
「
旅
寝
に
ぞ
聞
く
」・
合
点
あ
り
）。

『
夫
木
抄
』（
雑
十
八
・
旅
・
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
嵐
・
一
六
九
一
二
）。

〈
右
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
三
・
柴
垣
・
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
嵐
・
一
四
九
九
二
）。

【
通
釈
】

三
番

左
勝�

慈
円

５
野
辺
は
寒
い
。
荻
の
枯
れ
葉
を
独
り
寝
の
床
に
敷
い
て
、
吹
き
過
ぎ
る
強
風
の
音
を
枕
に
聞
く
こ
と
だ
。

右�

宮
内
卿

６
旅
先
の
か
り
そ
め
の
寝
床
は
、
柴
を
編
ん
だ
垣
根
の
隙
間
が
大
き
い
の
で
、
室
内
も
外
で
あ
る
か
の
よ
う
に
冷
た
い
山
風
が
。

左
歌
は
下
の
句
の
「
吹
き
過
ぎ
る
強
風
の
音
を
枕
に
聞
く
こ
と
だ
」
と
い
う
趣
向
が
、
い
か
に
も
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
よ
っ

て
勝
と
す
る
。



一
四

【
参
考
】

①
虫
の
音
は
弱
り
は
て
ぬ
る
庭
の
面
に
荻
の
枯
れ
葉
の
音
ぞ
残
れ
る
（
月
詣
集
・
九
月
・
暮
秋
・
七
七
七
・
殷
富
門
院
大
輔
）

②
嵐
を
や
峰
の
木
の
葉
は
さ
そ
ふ
ら
ん
散
れ
ば
ま
く
ら
に
音
き
こ
ゆ
な
り
（
仙
洞
十
人
歌
合
・
山
風
・
卅
四
番
右
・
六
八
・
寂
蓮
）

③
滝
の
音
松
の
あ
ら
し
を
枕
に
て
む
す
ば
ぬ
夢
の
む
す
ぼ
ほ
れ
つ
つ
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
廿
一
番
右
・
四
四
二
・
雅
経
）

④
山
里
の
賤
の
松
垣
ひ
ま
を
あ
ら
み
い
た
く
な
吹
き
そ
木
枯
ら
し
の
風
（
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
山
家
秋
風
・
三
四
〇
・
大
宮
越
前
）

⑤
と
ま
る
べ
き
関
屋
は
う
ち
も
あ
ら
は
に
て
嵐
は
は
げ
し
足
柄
の
山
（
明
日
香
井
集
・
雑
・
関
路
嵐
・
一
四
八
四
）

【
語
釈
】

〇
慈
円　

一
一
五
五
～
一
二
二
五
年
。
藤
原
忠
通
男
。
諡
号
慈
鎮
。
後
鳥
羽
院
の
護
持
僧
。
天
台
座
主
。『
正
治
初
度
百
首
』『
老
若

五
十
首
歌
合
』
な
ど
を
は
じ
め
、
主
に
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
。
著
作
『
愚
管
抄
』。
家
集
『
拾
玉
集
』。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、

天
台
座
主
・
前
権
僧
正
、
四
十
七
歳
。　

〇
野
辺
さ
む
し　

初
句
を
「
野
辺
さ
む
し
」
と
す
る
の
は
当
該
歌
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。

「
野
辺
」
と
「
寒
し
」
を
取
り
合
わ
せ
た
先
行
例
に
「
山
風
に
し
ほ
る
る
野
辺
の
草
む
ら
の
閨
さ
む
し
と
や
鹿
の
鳴
く
ら
ん
」（
太
皇
太

后
宮
亮
平
経
盛
朝
臣
家
歌
合
・
嵐
・
八
番
左
・
三
九
・
師
光
）
や
「
浅
茅
わ
け
宿
る
月
さ
へ
影
さ
む
き
露
ふ
か
く
さ
の
野
辺
の
秋
風
」

（
撰
歌
合
建
仁
元
年
八
月
十
五
日
・
野
月
露
涼
・
三
十
八
番
左
・
七
五
・
俊
成
卿
女
）
な
ど
が
あ
る
が
、「
野
辺
が
寒
い
」
と
直
接
に
詠
む
例
は

少
な
い
。「
旅
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
荻
の
枯
れ
葉
を　

①
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
が
、
数
は
多
く
な
い
。『
拾
玉
集
』
で
は
「
荻

の
上
葉
を
」。
こ
れ
は
『
後
拾
遺
集
』
に
「
さ
り
と
も
と
思
ひ
し
人
は
音
も
せ
で
荻
の
上
葉
に
風
ぞ
吹
く
な
る
」（
秋
上
・
三
二
一
・
三

条
小
右
近
）
な
ど
と
見
え
、
同
時
代
ま
で
の
用
例
も
多
い
。
歌
こ
と
ば
と
し
て
は
熟
し
て
い
る
が
、「
荻
の
上
の
方
の
葉
（
だ
け
）
を

敷
く
」
は
不
自
然
な
の
で
、「
枯
れ
葉
」
と
推
敲
し
た
か
。
な
お
、
慈
円
は
当
該
歌
合
の
歌
稿
と
し
て
「
古
郷
の
荻
の
枯
れ
葉
に
待
ち

と
り
て
嶺
の
嵐
の
音
を
聞
く
か
な
」（
拾
玉
集
・
詠
三
首
和
歌
・
旅
宿
嵐
・
四
一
九
四
）
と
も
詠
む
。　

〇
片
敷
き
て　
「
木
の
葉
」
な



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

一
五

ど
の
例
は
あ
る
が
（
二
番
歌
参
照
）、「
枯
れ
葉
」
を
片
敷
く
と
い
う
趣
向
は
珍
し
く
、
後
世
、『
隣
女
集
』
に
「
難
波
江
の
氷
の
床
や

さ
え
ぬ
ら
ん
落
葉
か
た
し
く
夜
半
の
あ
し
鴨
」（
江
水
鳥
・
一
三
四
八
）
と
「
夜
な
夜
な
の
氷
の
床
や
さ
む
か
ら
ん
落
葉
か
た
し
く
池

の
あ
し
鴨
」（
水
鳥
・
二
二
一
七
）
の
類
例
が
見
え
る
程
度
。
五
句
の
「
枕
」
と
と
も
に
「
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
過
ぐ
る
嵐

を
枕
に
ぞ
聞
く　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。「
嵐
」
の
音
は
「
秋
山
の
嵐
の
声
を
聞
く
と
き
は
木
の
葉
な
ら
ね
ど
物
ぞ
か
な
し
き
」（
拾
遺

集
・
秋
・
二
〇
七
・
遍
昭
／
拾
遺
抄
・
秋
・
一
二
八
・
五
句
「
我
ぞ
悲
し
き
」）
の
よ
う
に
遠
く
で
聞
く
と
詠
む
の
が
通
例
で
、
同
時
代

で
も
「
思
ひ
こ
し
因
幡
の
山
の
峰
に
し
も
頼
め
ぬ
松
の
嵐
を
ぞ
聞
く
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
四
十
五
番
右
・
四
九
〇
・
宮

内
卿
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
。
そ
の
点
、「
嵐
を
枕
に
聞
く
」
と
い
う
趣
向
は
意
外
性
を
持
ち
、
か
つ
「
旅
宿
」
の
題
意
も
強
調
さ
れ
る
。

『
拾
玉
集
』
の
「
旅
寝
に
ぞ
聞
く
」
を
推
敲
し
た
の
も
そ
の
た
め
か
。
類
似
の
趣
向
は
「
ふ
る
さ
と
を
出
で
し
に
ま
さ
る
涙
か
な
嵐
の

ま
く
ら
夢
に
わ
か
れ
て
」（
六
百
番
歌
合
・
旅
恋
・
三
十
番
左
・
八
九
九
・
定
家
／
三
百
六
十
番
歌
合
・
雑
・
十
番
左
・
五
九
五
）
を

は
じ
め
、
前
後
の
時
期
に
も
「
月
の
す
む
さ
ざ
浪
山
に
一
夜
ね
て
鹿
の
鳴
く
音
を
枕
に
ぞ
聞
く
」（
和
歌
所
影
供
歌
合
建
仁
元
年
八
月
・
旅
月

聞
鹿
・
七
番
左
・
八
五
・
光
範
）
の
ほ
か
、
②
③
な
ど
が
見
え
、
直
接
的
な
影
響
も
想
定
で
き
る
か
。
二
番
歌
も
類
似
す
る
。
詠
作
年

未
詳
の
「
思
ひ
出
づ
る
寝
覚
め
は
お
な
じ
都
に
て
峰
の
嵐
を
枕
に
ぞ
聞
く
」（
明
日
香
井
集
・
東
の
道
に
て
よ
み
け
る
歌
の
中
に
・

一
五
四
七
）
も
あ
る
。
な
お
、
慈
円
は
ほ
か
に
「
初
瀬
川
さ
よ
の
枕
に
お
と
づ
れ
て
明
く
る
檜
原
に
嵐
を
ぞ
聞
く
」（
拾
玉
集
・
雑
・

三
六
八
六
）
と
も
詠
む
。

〇
宮
内
卿　

生
没
年
未
詳
。
一
二
〇
四
、五
年
頃
に
二
〇
歳
前
で
死
去
か
。
源
師
光
女
。『
正
治
後
度
百
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』
の
作

者
。
新
古
今
時
代
を
代
表
す
る
女
流
歌
人
の
一
人
。『
新
古
今
集
』
初
出
。　

〇
仮
寝
す
る　
「
仮
寝
」
は
仮
の
宿
り
で
眠
る
こ
と
。

「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
院
政
期
以
降
に
多
く
詠
ま
れ
、
同
時
代
に
は
「
あ
は
れ
な
る
草
の
枕
の
仮
寝
か
な
夜
半
の
け
し
き
も
峰

の
嵐
も
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
卅
三
番
右
・
四
六
六
・
越
前
）
と
い
っ
た
類
想
歌
が
見
え
る
。　

〇
床
の
柴
垣　
「
柴
垣
」



一
六

の
先
行
例
は
少
な
く
、「
あ
た
ら
し
や
賤
の
柴
垣
か
き
つ
く
る
た
よ
り
に
た
て
る
玉
の
を
や
な
ぎ
」（
月
詣
集
・
二
月
・
垣
の
柳
・

八
三
・
源
仲
政
）
な
ど
が
見
え
る
程
度
。
同
時
代
の
定
家
は
「
人
は
住
む
と
ば
か
り
見
ゆ
る
蚊
遣
火
の
煙
を
た
の
む
遠
の
柴
垣
」（
拾

遺
愚
草
・
奉
和
無
動
寺
法
印
早
率
露
胆
百
首
・
夏
・
四
三
一
）
や
「
滝
の
音
み
ね
の
嵐
も
ひ
と
つ
に
て
う
ち
あ
ら
は
る
る
柴
の
垣
か

な
」（
拾
遺
愚
草
・
閑
居
百
首
・
雑
・
三
九
三
）
な
ど
と
詠
ん
で
お
り
、「
柴
垣
」
は
「
旅
宿
」
の
題
意
を
強
調
す
る
景
物
と
い
え
よ

う
。　

〇
ひ
ま
を
あ
ら
み　

④
は
表
現
も
趣
向
も
類
似
す
る
先
行
歌
。　

〇
う
ち
も
あ
ら
は
に　
「
あ
ら
は
に
」
は
「
花
の
色
を
あ
ら

は
に
愛
で
ば
色
め
き
ぬ
い
ざ
暗
闇
に
折
り
て
取
り
て
ん
」（
古
今
六
帖
・
花
・
四
〇
五
五
・
素
性
）
な
ど
早
く
か
ら
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

当
該
歌
と
同
じ
表
現
は
「
か
れ
に
け
り
鶉
と
と
も
に
住
み
な
れ
し
芦
の
ま
ろ
屋
の
う
ち
も
あ
ら
は
に
」（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・

一
九
六
一
・
讃
岐
）
や
「
ふ
し
な
れ
し
芦
の
ま
ろ
屋
も
霜
が
れ
て
う
ち
も
あ
ら
は
に
宿
る
月
か
な
」（
老
若
五
十
首
歌
合
・
冬
・

百
五
十
六
番
右
・
三
一
二
・
良
経
）
な
ど
同
時
代
か
ら
見
え
る
。
ま
た
、
詠
作
年
未
詳
の
⑤
は
類
想
歌
。
前
掲
の
定
家
詠
「
滝
の
音
み

ね
の
嵐
も
ひ
と
つ
に
て
う
ち
あ
ら
は
る
る
柴
の
垣
か
な
」
も
参
考
に
な
る
。　

〇
冴
ゆ
る
山
風　

こ
の
句
も
当
該
歌
が
早
い
例
で
、
後

代
に
散
見
す
る
。「
山
風
が
冴
え
る
」
と
い
う
趣
向
自
体
は
「
榊
と
る
武
庫
の
山
風
さ
え
さ
え
て
社
も
白
く
雪
ふ
り
に
け
り
」（
広
田
社

歌
合
承
安
二
年
・
社
頭
雪
・
十
四
番
右
・
二
八
・
道
因
）
や
「
夜
を
寒
み
越
の
山
風
さ
え
さ
え
て
積
も
る
が
う
へ
に
積
も
る
白
雪
」（
民
部

卿
家
歌
合
建
久
六
年
・
深
雪
・
三
番
左
・
一
四
三
・
隆
房
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
。
宮
内
卿
自
身
も
「
お
の
が
里
の
山
風
さ
え
て
吹
く
か
ら

に
都
へ
出
づ
る
小
野
の
炭
焼
き
」（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
三
・
千
二
十
七
番
左
・
二
〇
五
二
）
と
詠
む
。「
山
風
」
に
よ
り
「
嵐
」
の
題

意
を
満
た
す
。

〇
左
歌
、
末
句
「
過
ぐ
る
嵐
を
枕
に
ぞ
聞
く
」
と
い
へ
る
心
、
も
っ
と
も
よ
ろ
し
く
侍
る
べ
し　

前
述
の
よ
う
に
、「
嵐
を
枕
に
聞
く
」

と
い
う
趣
向
は
同
時
代
の
類
例
が
皆
無
で
は
な
い
も
の
の
、
ま
だ
比
較
的
珍
し
か
っ
た
た
め
評
価
さ
れ
た
か
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

一
七

四
番

左
持�

隆
房

７
暮
れ
ぬ
と
て
ふ
も
と
の
里
に
宿
か
れ
ば
都
へ
か
へ
す
山
お
ろ
し
の
風

右�

兼
宗

８
吹
き
ま
よ
ふ
深
山
お
ろ
し
の
は
げ
し
さ
に
夢
路
も
知
ら
ぬ
旅
寝
な
り
け
り

左
、
上
句
は
を
か
し
く
侍
る
を
、
末
句
の
「
都
へ
か
へ
す
」
の
詞
、
あ
ま
り
に
た
し
か
に
や
侍
ら
ん
。

右
歌
、
末
句
は
無
為
に
侍
る
を
、「
は
げ
し
さ
」
も
少
し
い
か
が
と
て
持
と
申
す
べ
く
や
。

【
他
出
】
左
右
と
も
な
し
。

【
通
釈
】

四
番

左
持�
隆
房

７
日
が
暮
れ
て
し
ま
う
と
言
っ
て
麓
の
里
で
宿
を
借
り
る
と
、（
私
を
）
都
へ
と
返
す
よ
う
に
吹
く
山
お
ろ
し
の
風
。

右�

兼
宗

８
吹
き
乱
れ
る
山
お
ろ
し
の
激
し
さ
の
た
め
に
、
夢
を
見
る
こ
と
も
知
ら
な
い
旅
寝
で
あ
っ
た
よ
。

左
は
上
句
は
面
白
い
で
す
が
、
下
句
の
「
都
へ
と
返
す
」
の
言
葉
が
あ
ま
り
に
も
露
骨
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

右
歌
は
下
句
は
無
難
で
す
が
、「
激
し
さ
」
も
少
し
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
持
と
申
す
べ
き
か
。

【
参
考
】

①
山
ざ
く
ら
香
籠
め
に
風
の
さ
そ
ひ
き
て
ふ
も
と
の
里
に
宿
も
と
む
な
り
（
林
葉
集
・
春
・
ま
た
、
花
・
一
四
三
）



一
八

②
浮
寝
し
て
都
へ
か
へ
る
浦
風
に
情
を
か
く
る
浪
の
音
か
な
（
拾
玉
集
・
御
裳
濯
百
首
・
雑
・
五
八
一
）

③
秋
ふ
か
き
木
々
の
梢
に
宿
か
り
て
都
に
か
よ
ふ
山
お
ろ
し
の
風
（
拾
遺
愚
草
・
閑
居
百
首
文
治
三
年
冬
与
越
中
侍
従
詠
之
・
秋
・
三
四
〇
）

④
吹
き
ま
よ
ふ
深
山
お
ろ
し
に
夢
さ
め
て
涙
も
よ
ほ
す
滝
の
音
か
な
（
源
氏
物
語
・
若
紫
・
四
九
・
光
源
氏
）

⑤
あ
ら
し
吹
く
た
か
ね
の
雲
を
か
た
し
き
て
夢
路
も
と
ほ
し
宇
津
の
山
越
え
（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
七
八
四
・
忠
良
）

【
語
釈
】

〇
隆
房　

一
一
四
八
～
一
二
〇
九
年
。
藤
原
隆
季
男
。
正
二
位
権
大
納
言
に
至
る
。『
御
室
五
十
首
』『
正
治
初
度
百
首
』
な
ど
に
出

詠
。
笙
や
琵
琶
も
得
意
と
し
た
。
著
作
『
安
元
御
賀
記
』、
家
集
『
隆
房
集
』（
三
種
）、『
朗
詠
百
首
』、『
堀
河
百
首
』
題
に
よ
る
百

首
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
正
二
位
前
中
納
言
、
五
十
四
歳
。　

〇
暮
れ
ぬ
と
て　

後
代
の
作
で
は
あ
る
が
、「
箱
根
山
ふ
も
と
の

里
に
宿
と
へ
ば
暮
れ
ぬ
と
急
ぐ
峰
の
旅
人
」（
夫
木
抄
・
雑
二
・
山
・
箱
根
の
山
・
貞
応
三
年
百
首
・
八
一
八
六
・
為
家
）
や
「
暮
れ

ず
と
も
ふ
も
と
の
里
に
宿
か
ら
ん
夜
や
は
ゆ
か
ん
山
の
か
け
道
」（
順
徳
院
百
首
・
雑
・
八
八
）
の
表
現
が
類
似
す
る
。　

〇
ふ
も
と

の
里
に　

先
行
例
に
は
①
な
ど
が
あ
る
。「
旅
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
宿
か
れ
ば　

新
古
今
時
代
以
降
に
用
例
が
増
え
る
表
現
。

題
字
「
宿
」
を
詠
む
。
隆
房
自
身
の
先
行
詠
「
ふ
し
わ
び
ぬ
ひ
な
の
さ
さ
や
に
宿
か
れ
ば
都
に
す
み
し
月
ぞ
来
に
け
る
」（
正
治
初
度

百
首
・
羈
旅
・
八
八
四
）
は
月
が
都
か
ら
や
っ
て
く
る
よ
う
だ
の
意
で
、
風
が
都
へ
返
す
よ
う
だ
と
い
う
当
該
歌
と
は
対
照
的
な
趣

向
。
ま
た
隆
房
は
「
深
草
の
里
よ
り
奥
に
宿
か
れ
ば
鶉
の
床
ぞ
隣
な
り
け
る
」（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
八
八
六
）
と
も
詠
む
。　

〇
都
へ
か
へ
す　

先
行
例
は
見
え
ず
、
同
時
代
詠
も
②
の
ほ
か
「
草
ま
く
ら
都
に
か
へ
る
夢
に
て
は
露
を
も
わ
け
ぬ
物
に
ぞ
あ
り
け

る
」（
玉
吟
集
〈
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
「
壬
生
二
品
家
集
」
に
よ
る
補
遺
〉・
詠
百
首
和
歌
文
治
三
年
十
一
月
日
・
雑
・
旅
・
一
九
五
）

の
よ
う
に
、「
か
へ
す
」
で
は
な
く
「
か
へ
る
」
と
詠
む
例
ば
か
り
で
あ
る
。　

〇
山
お
ろ
し
の
風　
「
嵐
」
の
題
意
を
満
た
す
。
③
が

表
現
・
趣
向
と
も
類
似
す
る
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

一
九

〇
兼
宗　

一
一
六
三
～
一
二
四
二
年
。
藤
原
忠
親
男
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。『
六
百
番
歌
合
』『
御
室
五
十
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』

な
ど
に
出
詠
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
従
二
位
権
中
納
言
、
三
十
九
歳
。　

〇
吹
き
ま
よ
ふ
深
山
お
ろ
し
の　
「
深
山
お
ろ
し
」
に

よ
り
「
嵐
」
の
題
意
を
満
た
す
。
四
句
「
夢
路
も
し
ら
ぬ
」
と
と
も
に
④
を
意
識
す
る
。
④
は
瘧
病
の
源
氏
が
北
山
へ
行
っ
た
際
、

「
暁
方
に
な
り
に
け
れ
ば
、
法
華
三
昧
お
こ
な
ふ
堂
の
懺
法
の
声
、
山
お
ろ
し
に
つ
き
て
聞
こ
え
く
る
、
い
と
尊
く
滝
の
音
に
響
き
あ

ひ
た
り
」
に
続
く
歌
。
前
日
に
垣
間
見
た
紫
上
に
対
す
る
煩
悩
も
覚
め
る
よ
う
だ
と
の
寓
意
も
あ
ろ
う
が
、
兼
宗
は
純
粋
な
叙
景
へ
と

転
換
す
る
。　

〇
は
げ
し
さ
に　

後
代
に
「
は
げ
し
く
て
夢
を
も
や
ぶ
る
風
の
音
に
霰
ふ
る
夜
は
さ
ら
に
寝
ら
れ
ず
」（
嘉
元
百
首
・

霰
・
五
五
・
亀
山
院
）
と
い
う
類
想
歌
が
あ
る
。　

〇
夢
路
も
知
ら
ぬ　

先
行
例
は
見
え
な
い
。「
路
」
の
縁
で
、
⑤
の
「
遠
し
」
や

「
さ
も
こ
そ
は
跡
な
き
庭
と
荒
れ
は
て
め
夢
路
も
た
え
ぬ
荻
の
上
風
」（
玄
玉
集
・
草
樹
下
・
荻
声
驚
眠
・
六
七
九
・
寂
蓮
）
の
「
絶

ゆ
」
な
ど
と
詠
む
例
が
多
い
。　

〇
旅
寝
な
り
け
り　
「
何
よ
り
も
は
か
な
き
事
は
夏
の
夜
の
あ
だ
し
の
野
辺
の
旅
寝
な
り
け
り
」（
久

安
百
首
・
羈
旅
・
四
九
四
・
季
通
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。

〇
「
都
へ
か
へ
す
」
の
詞
、
あ
ま
り
に
た
し
か
に
や
侍
ら
ん　
「
都
へ
か
へ
す
」
と
い
う
表
現
が
直
接
的
す
ぎ
る
と
い
う
難
か
。
た
と

え
ば
、『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』
の
「
と
ど
ま
ら
ん
と
こ
ろ
教
へ
よ
時
鳥
た
づ
ね
ゆ
き
つ
つ
ま
た
も
聞
く
べ
く
」（
郭
公
・
十
二
番

右
・
五
二
・
生
西
）
に
対
し
て
、
判
者
俊
成
は
「
右
の
歌
は
、
尋
ね
ゆ
き
つ
つ
も
ま
た
も
聞
く
べ
く
も
な
ど
、
あ
ま
り
た
し
か
な
る
や

う
に
ぞ
聞
こ
ゆ
れ
ど
、
始
め
よ
り
た
だ
言
葉
に
言
ひ
下
し
て
理
つ
よ
く
見
ゆ
」
と
評
す
。
ま
た
、『
六
百
番
歌
合
』
の
「
恋
衣
し
ほ
り

し
袖
は
そ
れ
な
が
ら
今
夜
は
妻
に
重
ね
つ
る
か
な
」（
遇
恋
・
十
九
番
左
・
六
九
七
・
季
経
）
に
対
し
て
も
判
者
俊
成
が
「
し
ほ
り
し

袖
は
そ
れ
な
が
ら
な
ど
い
へ
る
は
優
に
侍
る
を
、
下
句
あ
ま
り
に
た
し
か
に
や
侍
ら
ん
」
と
述
べ
、
負
と
す
る
。　

〇
末
句
は
無
為
に

侍
る
を　
「
無
為
」
は
特
に
欠
点
の
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
俊
成
の
用
例
が
目
立
つ
。　

〇
「
は
げ
し
さ
」
も
少
し
い
か
が　
『
内
大
臣

家
歌
合
元
永
元
年
十
月
二
日
』
の
「
山
家
に
は
楢
の
か
ら
葉
の
散
り
敷
き
て
時
雨
の
音
も
は
げ
し
か
り
け
り
」（
時
雨
・
十
二
番
右
・
二
四
・



二
〇

為
実
）
に
対
し
、
判
者
の
源
俊
頼
は
「
し
ぐ
れ
の
音
は
げ
し
と
い
へ
る
事
い
か
が
」
と
難
じ
て
負
と
し
た
。
ま
た
、『
六
百
番
歌
合
』

の
「
吉
野
山
す
ず
の
か
り
ね
に
霜
さ
え
て
松
風
は
げ
し
更
け
ぬ
こ
の
夜
は
」（
寒
松
・
十
番
左
・
五
五
九
・
顕
昭
）
も
判
者
俊
成
が

「
松
風
は
げ
し
も
聞
こ
え
ざ
る
に
や
」
と
難
じ
た
。

五
番

左�

公
継

９
旅
寝
す
る
心
も
か
な
し
嵐
ふ
く
野
辺
の
草
葉
は
む
べ
し
枯
れ
け
り

右
勝�

通
具

10
草
む
す
ぶ
床
だ
に
荒
る
る
冬
枯
れ
の
嵐
の
底
に
今
夜
か
も
寝
ん

左
歌
、
心
は
い
と
を
か
し
く
侍
る
を
、
悲
し
む
べ
き
と
や
餘
り
に
侍
ら
む
。

右
歌
、
末
句
な
ど
古
き
姿
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
。
ま
さ
る
に
や
侍
ら
ん
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉
な
し
。

〈
右
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
三
・
床
・
同
〔
家
集
〕、
旅
歌
中
・
一
四
九
〇
九
・
三
句
「
夕
暮
れ
の
」、
五
句
「
今
宵
だ
に
寝
ん
」）。

【
通
釈
】

五
番

左�

公
継

９
旅
寝
す
る
心
も
悲
し
い
。
強
風
の
吹
く
野
辺
の
草
葉
は
な
る
ほ
ど
枯
れ
た
こ
と
だ
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

二
一

右
勝�

通
具

10
草
を
結
ん
で
い
る
寝
床
さ
え
荒
れ
て
い
る
、
こ
の
冬
枯
れ
の
強
風
の
底
で
今
夜
は
寝
る
の
だ
ろ
う
か
。

左
歌
は
趣
向
は
た
い
そ
う
面
白
い
で
す
が
、
悲
し
む
べ
き
だ
と
は
あ
ま
り
に
も
（
と
い
う
表
現
）
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

右
歌
は
下
句
な
ど
の
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
が
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
勝
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
】

①
吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば
む
べ
山
風
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
四
九
・
文
屋
康
秀
）

②
こ
と
ご
と
に
悲
し
か
り
け
り
む
べ
し
こ
そ
秋
の
心
を
愁
へ
と
い
ひ
け
れ
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
五
一
・
藤
原
季
通
）

③
山
里
は
嵐
の
底
に
雪
ふ
り
て
軒
は
夜
す
が
ら
松
の
村
雨
（
玄
玉
集
・
草
樹
下
・
月
前
松
風
・
七
三
〇
・
源
資
清
）

④
あ
し
ひ
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
ね
む
（
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
七
八
・
人
麻
呂
）

【
語
釈
】

〇
公
継　

一
一
七
五
～
一
二
二
七
年
。
藤
原
実
定
男
。
左
大
臣
従
一
位
に
至
る
。『
御
室
五
十
首
』『
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
』

『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。『
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
』
か
ら
『
若
宮
撰
歌
合
』・『
水
無
瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
』
が
派
生
す
る

が
、
作
者
十
人
の
う
ち
公
継
の
み
一
首
も
撰
ば
れ
な
か
っ
た
。
日
記
『
公
継
卿
記
』。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
従
二
位
権
中
納

言
・
中
宮
権
大
夫
、
二
十
七
歳
。　

〇
旅
寝
す
る
心
も
か
な
し　
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。「
小
夜
中
に
思
へ
ば
か
な
し
陸
奥
の
あ

さ
か
の
沼
に
旅
寝
し
に
け
り
」（
金
葉
集
〈
二
度
本
〉・
雑
上
・
五
五
四
・
旅
宿
・
師
頼
）
と
い
っ
た
先
行
歌
が
あ
る
。　

〇
嵐
ふ
く　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
野
辺
の
草
葉
は　

先
行
の
類
想
歌
に
「
花
さ
き
し
野
辺
の
草
葉
も
霜
が
れ
ぬ
こ
れ
に
て
ぞ
知
る
旅
の
日
数

は
」（
久
安
百
首
・
羈
旅
・
一
九
六
・
公
能
）
な
ど
が
あ
る
。　

〇
む
べ
し
枯
れ
け
り　
「
む
べ
」
は
な
る
ほ
ど
、
も
っ
と
も
だ
の
意
。

①
を
踏
ま
え
た
表
現
。
②
は
「
秋
」
と
「
心
」
で
「
愁
」
と
な
る
の
も
も
っ
と
も
だ
と
詠
み
、「
霜
さ
や
ぐ
野
辺
の
草
葉
に
あ
ら
ね
ど



二
二

も
な
ど
か
人
目
の
か
れ
ま
さ
る
ら
む
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
四
四
・
醍
醐
天
皇
）
は
「
枯
れ
」
と
「
離
れ
」
を
掛
け
る
。
対
す

る
当
該
歌
に
そ
う
し
た
文
飾
は
な
く
、
旅
人
も
悲
し
い
か
ら
草
葉
が
枯
れ
る
の
も
も
っ
と
も
だ
と
詠
む
程
度
。
判
詞
の
非
難
と
も
関
わ

る
か
。

〇
通
具　

一
一
七
一
～
一
二
二
七
年
。
源
通
親
男
。
正
二
位
大
納
言
に
至
る
。
俊
成
卿
女
の
夫
で
あ
っ
た
が
、
按
察
局
と
婚
姻
。『
明

月
記
』
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
当
該
歌
合
奉
納
の
記
事
に
続
い
て
、
通
具
が
そ
の
件
を
定
家
に
説
明
し
た

こ
と
が
見
え
る
。
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
九
月
『
院
当
座
歌
合
』、
同
年
『
石
清
水
若
宮
歌
合
』、『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
の
作
者
、

ま
た
『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
参
議
従
四
位
上
左
中
将
、
三
十
一
歳
。
な
お
、
当
該
歌
合
奉
納
の

翌
二
十
九
日
に
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
い
る
。　

〇
草
む
す
ぶ　

二
句
「
床
」
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
床
だ
に

荒
る
る　

結
ば
な
い
草
は
も
ち
ろ
ん
、
結
ん
で
枕
に
し
た
草
さ
え
も
荒
れ
る
ほ
ど
の
強
風
と
詠
み
、「
旅
宿
」
と
「
嵐
」
そ
れ
ぞ
れ
の

題
意
を
強
調
す
る
。　

〇
冬
枯
れ
の　

院
政
期
か
ら
用
例
が
増
え
る
。『
新
古
今
集
』
に
は
「
冬
枯
れ
の
森
の
朽
葉
の
霜
の
上
に
落
ち

た
る
月
の
影
の
さ
む
け
さ
」（
冬
・
六
〇
七
・
清
輔
）
が
入
集
。　

〇
嵐
の
底
に　

③
の
先
行
例
の
ほ
か
、
同
時
期
に
は
「
木
の
葉
ふ

く
嵐
の
底
の
虫
の
音
に
ほ
の
か
に
残
る
秋
の
声
か
な
」（
千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
八
百
六
十
五
番
右
・
一
七
二
九
・
俊
成
卿
女
）、

「
む
か
し
聞
く
野
辺
の
い
は
や
ぞ
あ
は
れ
な
る
嵐
の
底
を
夢
に
見
え
け
ん
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
二
・
千
四
百
二
十
六
番
右
・

二
八
五
三
・
釈
阿
）
が
見
え
、
通
具
の
妻
と
そ
の
祖
父
の
作
で
あ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。　

〇
今
夜
か
も
寝
ん　

先
行
例
は
見
出
せ
な

い
が
、「
ひ
と
り
か
も
寝
む
」
の
形
で
あ
れ
ば
『
万
葉
集
』（
巻
十
一
・
寄
物
陳
思
・
二
八
〇
二
「
或
本
歌
」）
に
も
見
え
る
④
な
ど
、

多
く
の
用
例
が
あ
る
。
同
時
代
に
は
「
か
き
く
も
り
雨
ふ
る
宿
の
秋
風
に
涙
か
た
し
き
今
宵
か
も
寝
ん
」（
千
五
百
番
歌
合
・
恋
一
・

千
百
五
十
四
番
右
・
二
三
〇
七
・
家
長
）、「
東
の
道
」
で
詠
ん
だ
と
い
う
「
潮
も
満
ち
ぬ
日
も
夕
暮
れ
に
な
る
み
潟
い
か
な
る
方
に
今

宵
か
も
寝
ん
」（
明
日
香
井
集
・
一
五
五
六
）
な
ど
が
見
え
る
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

二
三

〇
悲
し
む
べ
き
と
や
餘
り
に
侍
ら
む　
「
と
や
」、
異
文
「
こ
と
や
」（
群
）。「
か
な
し
」
と
詠
む
の
が
感
傷
的
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
表

現
が
直
接
的
す
ぎ
る
と
い
っ
た
批
判
か
。「
袖
の
波
む
ね
の
け
ぶ
り
は
誰
も
見
よ
君
が
う
き
名
の
立
つ
ぞ
か
な
し
き
」（
六
百
番
歌
合
・

顕
恋
・
六
番
左
・
七
三
一
・
良
経
）
は
判
者
俊
成
が
「
上
句
は
宜
し
く
聞
え
侍
る
を
、
終
に
悲
し
き
や
あ
ま
り
に
侍
ら
ん
」
と
批
判

し
、
ま
た
「
須
磨
の
浦
や
浪
に
面
影
た
ち
そ
ひ
て
関
吹
き
こ
ゆ
る
風
ぞ
か
な
し
き
」（
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
・
関
路
恋
・
五
十
五

番
右
・
一
一
〇
・
定
家
）
に
対
し
て
も
、
判
者
俊
成
は
「
右
は
関
吹
き
こ
ゆ
る
、
よ
ろ
し
く
侍
る
べ
き
を
、
風
ぞ
か
な
し
き
、
あ
ま
り

に
や
と
聞
こ
え
侍
る
う
へ
に
」
と
批
判
す
る
。　

〇
末
句
な
ど
古
き
姿　
「
～
か
も
ね
ん
」
は
『
万
葉
集
』
に
多
く
見
え
、
勅
撰
集
に

お
い
て
も
『
拾
遺
集
』（
前
掲
）・『
新
勅
撰
集
』・『
続
後
撰
集
』
に
各
一
首
見
え
る
な
か
、『
新
古
今
集
』
に
は
四
首
も
見
え
、
時
代
的

な
好
尚
を
も
窺
わ
せ
る
。　

〇
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
。
ま
さ
る
に
や
侍
ら
ん　

異
文
「
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
侍
ら
ん
」（
群
）。
同
本
の

誤
脱
か
。

六
番

左
勝�

経
家

11
定
め
な
く
嵐
に
ま
よ
ふ
む
ら
雲
の
そ
こ
と
も
知
ら
ぬ
旅
寝
を
ぞ
す
る

右�

静
賢

12
願
ふ
こ
と
み
つ
の
御
山
の
旅
寝
と
や
嶺
の
嵐
や
お
ど
ろ
か
す
ら
ん

左
、「
嵐
に
ま
よ
ふ
む
ら
雲
の
」
な
ど
い
へ
る
姿
、
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
。
す
こ
し
は
勝
り
侍
る
べ
し
。

【
他
出
】
左
右
と
も
な
し
。



二
四

【
通
釈
】

六
番

左
勝�

経
家

11
方
角
も
定
め
ず
強
風
に
吹
き
乱
れ
る
雲
々
の
よ
う
に
、
そ
こ
と
い
う
目
的
地
も
知
ら
な
い
旅
寝
を
す
る
よ
。

右�

静
賢

12
願
っ
て
い
る
こ
と
が
満
ち
る
、
三
つ
の
御
山
で
の
旅
寝
と
い
う
こ
と
で
、
山
頂
の
強
風
が
眠
り
を
覚
ま
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

左
は
「
強
風
に
吹
き
乱
れ
る
雲
々
の
よ
う
に
」
な
ど
と
詠
ん
で
い
る
ス
タ
イ
ル
が
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
少
し
は
勝
る
で
し
ょ

う
。

【
参
考
】

①
定
め
な
き
う
き
世
の
中
と
知
り
ぬ
れ
ば
い
づ
く
も
旅
の
心
地
こ
そ
す
れ
（
続
詞
花
集
・
旅
・
七
三
五
・
覚
法
法
親
王
）

②
暮
れ
の
秋
こ
ず
ゑ
に
月
は
か
た
ぶ
き
て
嵐
に
ま
よ
ふ
有
明
の
雲
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
六
五
五
・
慈
円
）

③
思
ふ
ど
ち
春
の
山
辺
に
う
ち
む
れ
て
そ
こ
と
も
い
は
ぬ
旅
寝
し
て
し
か
（
古
今
集
・
春
下
・
一
二
六
・
素
性
）

④
い
く
よ
ろ
づ
君
を
め
ぐ
ま
ん
紀
の
国
や
三
つ
の
山
に
も
千
世
を
そ
へ
つ
つ
（
正
治
初
度
百
首
・
祝
・
一
二
〇
一
・
俊
成
）

⑤
み
熊
野
や
い
し
ふ
り
川
の
は
や
く
よ
り
ね
が
ひ
を
み
つ
の
社
な
り
け
り
（
忠
盛
集
Ⅱ
〈
谷
山
茂
蔵
〉・
神
祇
・
八
三
）

【
語
釈
】

〇
経
家　

一
一
四
九
～
一
二
〇
九
年
。
藤
原
重
家
男
。
正
三
位
非
参
議
に
至
る
。
六
条
藤
家
歌
人
の
一
人
。『
六
百
番
歌
合
』
や
『
正

治
初
度
百
首
』
の
作
者
。
家
集
『
経
家
卿
集
』。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
散
位
正
三
位
、
五
十
三
歳
。　

〇
定
め
な
く
嵐
に
ま
よ
ふ　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。『
維
摩
経
』
十
喩
を
詠
ん
だ
「
定
め
な
き
身
は
う
き
雲
に
よ
そ
へ
つ
つ
果
て
は
そ
れ
に
ぞ
な
り
は
て
ぬ
べ
き
」



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

二
五

（
千
載
集
・
釈
教
・
う
か
べ
る
雲
の
ご
と
し
・
一
二
〇
三
・
公
任
）
の
よ
う
に
、
風
に
流
さ
れ
る
雲
は
「
定
め
な
し
」
と
詠
ま
れ
る
こ

と
が
多
い
。
①
は
比
喩
的
な
が
ら
旅
と
関
連
付
け
た
先
行
歌
。「
嵐
に
ま
よ
ふ
」
も
②
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。　

〇
む
ら
雲
の　

群

が
る
よ
う
に
集
ま
っ
た
雲
。
こ
こ
ま
で
が
四
句
を
導
く
序
詞
と
も
な
っ
て
い
る
。　

〇
そ
こ
と
も
知
ら
ぬ　

行
く
宛
も
な
い
こ
と
。

「
秋
山
の
そ
こ
と
も
え
こ
そ
聞
き
わ
か
ね
嵐
に
ま
が
ふ
さ
を
し
か
の
声
」（
風
情
集
・
鹿
音
い
づ
れ
の
方
ぞ
・
二
〇
〇
）
な
ど
の
先
行
の

類
想
歌
が
あ
る
。　

〇
旅
寝
を
ぞ
す
る　

題
字
「
旅
」
を
詠
み
、「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
四
句
と
と
も
に
③
を
意
識
す
る
か
。

明
る
い
印
象
の
③
に
対
し
、
当
該
歌
は
旅
の
不
安
や
過
酷
さ
を
詠
む
。

〇
静
賢　

一
一
二
四
～
没
年
未
詳
。
藤
原
通
憲
男
。
法
印
に
至
る
。
平
治
の
乱
に
連
座
し
て
配
流
さ
れ
る
が
、
翌
年
許
さ
れ
、
後
白
河

院
の
信
任
を
得
る
。『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
作
者
。『
別
雷
社
歌
合
』
や
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
八
月
三
日
の
『
和
歌
所
影
供
歌

合
』
な
ど
に
出
詠
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
七
十
八
歳
。　

〇
願
ふ
こ
と
み
つ
の
御
山
の　

願
い
事
が
「
満
つ
」（
叶
う
）
の
意
と

「
三
つ
の
御
山
」（
熊
野
三
山
）
を
掛
け
る
。「
三
つ
の
御
山
」
は
④
の
先
行
例
が
見
え
る
程
度
。
一
方
、「
み
つ
」
の
掛
詞
は
⑤
や
「
も

ろ
人
の
ね
が
ひ
を
み
つ
の
浜
風
に
心
す
ず
し
き
四
手
の
音
か
な
」（
新
古
今
集
・
神
祇
・
一
九
〇
四
・
慈
円
。
こ
れ
は
琵
琶
湖
畔
の

「
御
津
」）
な
ど
が
見
え
る
。　

〇
旅
寝
と
や　

題
字
「
旅
」
を
詠
み
、「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
嶺
の
嵐
や　

異
文
「
嶺
の

嵐
の
」（
群
）。
題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
お
ど
ろ
か
す
ら
ん　

強
風
が
旅
人
の
眠
り
を
覚
ま
す
の
は
、
願
い
事
が
叶
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
る
た
め
か
と
想
像
す
る
。

〇
す
こ
し
は　

底
本
「
す
み
し
は
」。
群
本
に
よ
り
校
訂
。「
こ
」
を
「
ミ
」
と
誤
写
し
た
か
。

七
番

左
勝�

通
光



二
六

13
下
寝
す
る
楢
の
枯
れ
葉
を
吹
く
あ
ら
し
知
ら
ず
や
こ
れ
ぞ
た
の
む
木
の
も
と

右�

越
前

14
嵐
ふ
く
を
が
や
が
原
に
宿
か
り
て
我
さ
へ
も
の
を
思
ひ
乱
る
る

右
歌
、
す
こ
し
秋
の
歌
に
や
あ
ひ
似
て
侍
ら
ん
。

左
歌
、「
知
ら
ず
や
こ
れ
ぞ
」
な
ど
い
へ
る
心
・
姿
、
を
か
し
く
こ
そ
侍
る
め
れ
。
左
勝
る
べ
く
や
侍
ら
ん
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
八
・
旅
・
同
〔
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
嵐
〕・
一
六
九
一
三
・
四
句
「
知
ら
ず
や
こ
れ
も
」）。

〈
右
歌
〉
な
し
。

【
通
釈
】

七
番

左
勝�
通
光

13
下
で
眠
っ
て
い
る
楢
の
枯
れ
葉
を
吹
く
強
風
。（
お
ま
え
は
）
知
ら
な
い
の
か
、
こ
れ
こ
そ
が
頼
み
と
す
る
木
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
。

右�

越
前

14
強
風
の
吹
く
萱
の
野
原
に
宿
を
借
り
て
、（
強
風
に
乱
れ
る
萱
だ
け
で
な
く
）
私
ま
で
も
が
物
思
い
に
乱
れ
て
い
る
よ
。

右
歌
は
少
し
秋
の
歌
に
似
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

左
歌
は
「
知
ら
な
い
の
か
、
こ
れ
こ
そ
が
」
と
詠
ん
で
い
る
趣
向
や
ス
タ
イ
ル
が
面
白
く
見
え
ま
す
。
左
が
勝
る
で
し
ょ
う
。

【
参
考
】

①
ゆ
ふ
かや

まげ
は
楢
の
葉
陰
に
宿
か
れ
ば
た
の
む
・こ

ず
ゑ
に
嵐
ふ
く
な
り
（
隆
信
集
・
一
〇
五
）



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

二
七

②
露
し
げ
き
を
が
や
が
原
の
か
り
ね
に
は
我
と
も
ぬ
ら
す
夜
半
の
袂
を
（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
七
八
六
・
忠
良
）

③
小
萱
原
ふ
き
く
る
秋
の
夕
風
に
心
乱
れ
と
鶉
な
く
な
り
（
六
百
番
歌
合
・
秋
・
鶉
・
二
十
番
左
・
三
三
九
・
兼
宗
）

【
語
釈
】

〇
通
光　

一
一
八
七
～
一
二
四
八
年
。
源
通
親
男
。
通
具
の
弟
。
太
政
大
臣
従
一
位
に
至
る
。
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
三
月
『
通
親

亭
影
供
歌
合
』
や
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
出
詠
。
そ
の
後
も
順
徳
院
・
後
嵯
峨
院
歌
壇
で
活
動
し
、
隠
岐
の
後
鳥
羽
院
の
『
遠
島
歌

合
』
の
作
者
に
も
な
る
。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
従
三
位
右
中
将
、
十
五
歳
。　

〇
下
寝
す
る　

木
な
ど
の
下
で
寝
る
の
意
。

二
句
以
下
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
先
行
例
は
土
の
中
の
根
を
意
味
す
る
「
下
根
」
が
多
い
。「
住
吉
の
松
が
し
た
ね

の
旅
枕
し
ぐ
れ
も
風
に
聞
き
ま
が
へ
つ
つ
」（
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
・
旅
宿
時
雨
・
十
四
番
右
・
七
八
・
隆
信
）
は
「
下
寝
」
の
先
行
例

か
。「
忘
れ
ず
は
花
橘
に
下
寝
し
て
跡
は
む
か
し
の
夢
と
だ
に
と
へ
」（
道
助
法
親
王
家
五
十
首
・
夜
盧
橘
・
三
六
六
・
幸
清
）
は
後
代

の
用
例
。　

〇
楢
の
枯
れ
葉
を　

楢
は
ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
。「
冬
の
夜
を
寝
覚
め
て
聞
け
ば
片
岡
の
楢
の
枯
れ
葉
に
霰
ふ
る
な
り
」

（
堀
河
百
首
・
霰
・
九
四
〇
・
永
縁
）
や
「
落
ち
つ
も
る
楢
の
枯
れ
葉
に
吹
く
風
は
音
に
ぞ
し
る
き
冬
の
け
し
き
は
」（
正
治
初
度
百

首
・
冬
・
二
〇
五
九
・
小
侍
従
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。　

〇
吹
く
あ
ら
し　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
知
ら
ず
や
こ
れ
ぞ　

「
こ
れ
ぞ
」、
異
文
「
あ
れ
そ
」（
彰
）、「
こ
れ
□（
そ
）」（

群
）。「
知
ら
ず
や
」
は
「
嵐
」
へ
の
呼
び
か
け
と
解
し
た
。　

〇
た
の
む
木
の
も

と　
「
天
の
原
く
も
れ
ば
か
な
し
人
し
れ
ず
た
の
む
木
の
も
と
雨
ふ
り
し
よ
り
」（
兼
盛
集
Ⅰ
〈
書
陵
部
本
〉・
七
）
な
ど
の
先
行
例
が

あ
る
。
兼
実
家
百
首
中
の
旅
歌
と
い
う
①
が
表
現
・
内
容
と
も
に
類
似
す
る
先
行
歌
。
時
代
は
下
る
が
、『
東
関
紀
行
』
に
類
想
歌
が

見
え
る
（
補
説
）。

〇
越
前　

生
没
年
未
詳
。
大
中
臣
公
親
女
。
後
鳥
羽
院
の
母
七
条
院
、
後
鳥
羽
院
、
後
鳥
羽
院
の
皇
女
嘉
陽
門
院
の
女
房
。『
正
治
後

度
百
首
』『
老
若
五
十
首
歌
合
』『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
の
作
者
。
順
徳
天
皇
歌
壇
で
も
活
動
。
そ
の
後
、
空
白
の
時
期
が
あ
り
、



二
八

『
院
御
歌
合
宝
治
二
年
』
に
出
詠
。『
新
古
今
集
』
初
出
。　

〇
嵐
ふ
く　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
を
が
や
が
原
に　

先
行
例
は
②
や

「
夏
ふ
か
き
小
萱
が
原
の
夕
す
ず
み
秋
に
乱
る
る
風
の
音
か
な
」（
三
百
六
十
番
歌
合
正
治
二
年
・
夏
・
四
十
四
番
左
・
二
三
一
・
季
経
）

が
見
え
る
程
度
。「
旅
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
宿
か
り
て　

題
字
「
宿
」
を
詠
む
。　

〇
我
さ
へ
も
の
を　
「
を
が
や
は
ら
風
に
の

み
や
は
乱
れ
け
る
夜
半
の
露
に
も
下
折
れ
に
け
り
」（
経
正
集
・
苅
萱
・
三
六
）
や
後
代
の
「
た
か
の
は
ら
男
鹿
つ
ま
ど
ふ
秋
風
に
我

さ
へ
も
の
の
悲
し
き
や
な
ぞ
」（
続
門
葉
集
・
秋
上
・
二
七
九
・
義
淳
法
師
）
な
ど
の
よ
う
に
、
萱
に
加
え
て
「
我
」
ま
で
も
の
意
。　

〇
思
ひ
乱
る
る　

萱
は
風
に
乱
れ
、「
我
」
は
物
思
い
に
乱
れ
る
と
詠
む
。
同
様
の
趣
向
は
「
霜
枯
れ
の
萱
が
下
折
れ
と
に
か
く
に
思

ひ
乱
れ
て
す
ぐ
する

こ
ろ
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
恋
三
・
七
二
九
・
藤
原
惟
規
）、「
秋
く
れ
ば
思
ひ
乱
る
る
苅
萱
の
下
葉
や
人
の
心
な
る
ら

ん
」（
千
載
集
・
秋
上
・
二
四
二
・
師
頼
）
を
は
じ
め
、
③
な
ど
に
も
見
え
、
常
套
的
な
手
法
。

〇
す
こ
し
秋
の
歌
に
や
あ
ひ
似
て
侍
ら
ん　

萱
と
同
じ
く
心
も
乱
れ
る
と
い
う
歌
は
前
掲
の
『
千
載
集
』
以
外
に
も
、「
う
づ
ら
な
く

狩
場
の
小
野
の
苅
萱
の
思
ひ
乱
る
る
秋
の
夕
暮
れ
」（
金
葉
集
〈
初
度
本
〉・
秋
・
三
四
〇
・
顕
季
）
や
「
風
わ
た
る
真
葛
が
原
の
苅
萱

は
う
ら
み
ら
れ
て
や
思
ひ
乱
る
る
」（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
一
四
四
・
惟
明
親
王
）
の
よ
う
に
、
た
し
か
に
秋
歌
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。

【
補
説
】

作
者
未
詳
の
『
東
関
紀
行
』
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
左
歌
と
類
似
す
る
が
、
直
接
の
影
響
関
係
は
想
定
し
に
く
い
か
。

前
嶋
の
宿
を
立
ち
て
、
岡
部
の
今
宿
を
う
ち
過
ぐ
る
ほ
ど
、
片
山
の
松
の
陰
に
立
ち
よ
り
て
、
乾
飯
な
ど
取
り
出
で
た
る
に
、
嵐

す
さ
ま
じ
く
梢
に
響
き
わ
た
り
て
、
夏
の
ま
ま
な
る
旅
衣
、
う
す
き
た
も
と
も
寒
く
覚
ゆ
。

こ
れ
ぞ
こ
の
頼
む
木
の
も
と
岡
べ
な
る
松
の
あ
ら
し
よ
心
し
て
吹
け



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

二
九

八
番

左
持�

寂
信

15
嵐
ふ
く
猪
名
の
湊
に
浮
寝
し
て
い
く
た
び
夢
を
結
び
か
ぬ
ら
ん

右�

生
蓮

16
草
枕
は
げ
し
き
峰
の
嵐
か
な
た
へ
ぬ
け
し
き
に
ま
し
ら
鳴
く
声

左
歌
、
末
句
な
ど
よ
ろ
し
く
聞
こ
え
侍
る
を
、「
猪
名
の
湊
」
や
こ
と
に
寄
所
な
く
侍
ら
ん
。

右
歌
の
「
ま
し
ら
」
は
か
の
「
五
夜
之
哀
猿
叫
レ
月
」
な
ど
作
れ
る
は
い
み
じ
く
侍
れ
ど
、
歌
に
は
強
ひ
て
好
み
詠
む
べ
き
こ
と

に
は
侍
ら
ぬ
に
や
。
左
右
な
ず
ら
へ
て
持
と
申
す
べ
く
や
。

【
他
出
】
左
右
と
も
な
し
。

【
通
釈
】

八
番

左
持�

寂
信

15
強
風
の
吹
く
猪
名
の
湊
に
浮
い
て
い
る
（
舟
の
）
中
で
寝
て
、
何
度
、
夢
を
見
か
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

右�

生
蓮

16
草
を
結
ん
だ
枕
に
激
し
い
山
頂
の
強
風
が
吹
く
よ
。
堪
え
ら
れ
な
い
様
子
で
猿
の
鳴
く
声
。

左
歌
は
下
句
な
ど
が
素
晴
ら
し
く
聞
こ
え
ま
す
が
、「
猪
名
の
湊
」
は
特
に
詠
む
べ
き
根
拠
が
な
い
で
し
ょ
う
。

右
歌
の
「
猿
」
は
あ
の
「
夜
明
け
間
近
の
月
に
猿
が
悲
し
げ
に
叫
ぶ
」
な
ど
と
作
っ
て
い
る
の
は
た
い
そ
う
立
派
で
す
が
、
和
歌

に
は
強
い
て
好
ん
で
詠
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
左
右
、
差
し
引
い
て
持
と
申
す
べ
き
か
。



三
〇

【
参
考
】

①
浮
寝
す
る
猪
名
の
湊
に
聞
こ
ゆ
な
り
鹿
の
音
お
ろ
す
嶺
の
松
風
（
千
載
集
・
秋
下
・
夜
泊
鹿
・
三
一
三
・
藤
原
隆
信
）

②
あ
ら
し
吹
く
夜
半
の
川
波
た
か
け
れ
ば
浮
寝
の
鴛
も
夢
さ
め
に
け
り

（
金
葉
集
〈
橋
本
公
夏
筆
本
拾
遺
〉・
冬
・
水
鳥
・
六
四
・
源
家
時
）

③
秋
は
て
て
嵐
に
た
へ
ぬ
木
の
葉
猿
こ
ず
ゑ
を
つ
た
ふ
声
の
み
ぞ
す
る
（
為
忠
家
初
度
百
首
・
梢
猿
・
六
六
九
・
俊
成
）

④
瑶
台
霜
満�

一
声
之
玄
鶴
唳
レ
天
、
巴
峡
秋
深�

五
夜
之
哀
猿
叫
レ　
月
（
和
漢
朗
詠
集
・
猿
・
四
五
四
・
清
賦
）

【
語
釈
】

〇
寂
信　

藤
原
惟
方
。
一
一
二
五
～
一
二
〇
二
年
以
降
。
顕
頼
男
。
参
議
従
三
位
に
至
る
。
平
治
の
乱
後
、
後
白
河
院
と
対
立
し
、
永

暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
長
門
国
へ
配
流
さ
れ
た
際
に
出
家
。
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
召
還
。『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
に
入
る
。『
石

清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
』『
和
歌
所
影
供
歌
合
建
仁
元
年
八
月
』
な
ど
に
出
詠
。
家
集
『
粟
田
口
別
当
入
道
集
』。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、

七
十
七
歳
。　

〇
嵐
ふ
く　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
猪
名
の
湊
に　

摂
津
国
の
歌
枕
。「
大オ
ホ
ウ
ミ
ニ

海
尓　

荒ア
ラ
ク
ナ
フ
キ
ソ

莫
吹　

四シ
ナ
ガ
ト
リ

長
鳥　

居ヰ
ナ
ノ
ノ
ウ
ミ
ニ

名
之
湖
尓　

舟フ
ネ
ト
ム
ル
マ
デ

泊
左
右
手
」（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
羈
旅
作
・
一
一
八
九
）
は
西
本
願
寺
本
の
訓
で
は
二
句
「
ア
ラ
シ
ナ
フ
キ

ソ
」、
四
句
「
ヰ
ナ
ノ
ミ
ナ
ト
ニ
」、
五
句
「
フ
ネ
ハ
ツ
ル
マ
デ
」
と
な
っ
て
い
る
。
①
は
『
歌
仙
落
書
』
な
ど
の
数
々
の
秀
歌
撰
に
も

入
る
著
名
歌
。　

〇
浮
寝
し
て　

先
行
の
類
想
歌
に
②
な
ど
が
あ
る
。「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
い
く
た
び
夢
を
結
び
か
ぬ

ら
ん　

夢
を
結
び
か
ね
る
と
い
う
先
行
例
は
少
な
く
、
後
代
に
「
音
た
て
ぬ
花
た
ち
ば
な
の
に
ほ
ひ
に
も
結
び
か
ね
た
る
う
た
た
ね
の

夢
」（
楢
葉
集
・
夏
・
盧
橘
・
一
五
六
・
法
橋
章
信
）
な
ど
が
見
え
る
。

〇
生
蓮　

源
師
光
。
一
一
三
一
頃
～
一
二
〇
三
年
以
降
。
師
頼
男
。
藤
原
頼
長
猶
子
。
具
親
・
宮
内
卿
の
父
。
正
五
位
下
に
至
る
。
建

久
六
年
（
一
一
九
五
）
以
前
に
出
家
。
歌
合
や
歌
会
な
ど
を
主
催
し
、
私
撰
集
を
も
編
纂
し
た
（
散
佚
）。『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

三
一

合
』
を
は
じ
め
、『
御
室
五
十
首
』『
正
治
初
度
百
首
』
な
ど
の
作
者
に
も
な
り
、『
千
五
百
番
歌
合
』
で
は
判
者
を
務
め
た
。『
歌
仙
落

書
』
や
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
に
も
撰
ば
れ
る
。『
千
載
集
』
初
出
。
家
集
『
師
光
集
』。
当
時
、
七
十
歳
ほ
ど
か
。　

〇
草
枕　

「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
は
げ
し
き
峰
の　

先
行
例
に
「
木
枯
ら
し
の
激
し
き
嶺
の
も
み
ぢ
葉
は
散
る
音
高
く
聞
こ
ゆ
な
る

か
な
」（
京
極
大
殿
御
集
・
落
葉
有
声
・
二
）
が
あ
る
。　

〇
嵐
か
な　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
た
へ
ぬ
け
し
き
に　

底
本
「
た

えへ
歟

ぬ
」。
異
文
「
た
え
ぬ
」（
彰
）、「
絶堪

イ

ぬ
」（
群
）。
③
は
強
風
に
堪
え
き
れ
ず
散
る
木
の
葉
か
ら
「
木
の
葉
猿
」
へ
と
転
換
す
る
。
猿

も
強
風
に
堪
え
が
た
い
こ
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
「
か
く
ば
か
り
色
に
出
で
じ
と
忍
べ
ど
も
見
ゆ
ら
む
も
の
を
た
へ
ぬ
け
し

き
は
」（
千
載
集
・
恋
一
・
六
八
三
・
賢
智
法
師
）、「
さ
ら
ぬ
だ
に
老
い
て
は
物
の
か
な
し
き
に
夕
の
ま
し
ら
声
な
聞
か
せ
そ
」（
永
久

百
首
・
猿
・
七
〇
一
・
大
進
）、「
嵐
ふ
く
嶺
の
ま
し
ら
の
鳴
く
声
に
あ
は
れ
も
よ
ほ
す
滝
つ
音
か
な
」（
正
治
初
度
百
首
・
山
家
・

二
〇
九
一
・
小
侍
従
）
な
ど
を
参
考
に
「
堪
へ
ぬ
」
と
解
す
。「
絶
え
ぬ
」
で
あ
れ
ば
「
絶
え
間
な
い
様
子
で
」
の
意
に
な
る
。
こ
ち

ら
も
通
意
で
あ
ろ
う
。　

〇
ま
し
ら
鳴
く
声　

同
じ
先
行
例
は
見
え
な
い
。
異
文
「
ま
し
ら
鳴
く
な
り
」（
彰
）
は
先
行
例
多
数
。

〇
「
猪
名
の
湊
」
や
こ
と
に
寄
所
な
く
侍
ら
ん　
「
寄
所
」
は
そ
の
言
葉
を
詠
む
根
拠
。
①
は
「
猪
名
」
の
枕
詞
「
し
な
が
ど
り
」
が

「
鹿
」
に
関
わ
る
と
い
う
『
俊
頼
髄
脳
』
な
ど
の
説
を
「
寄
所
」
と
し
て
「
猪
名
」
と
「
鹿
」
を
取
り
合
わ
せ
る
か
。　

〇
「
五
夜
之

哀
猿
叫
レ
月
」
な
ど
作
れ
る
は　

④
を
指
す
。
こ
れ
は
「
瑶
台
に
霜
が
満
ち
、
二
千
年
を
経
て
黒
く
な
っ
た
鶴
が
天
に
一
声
鳴
く
。
巴

峡
は
秋
が
深
ま
り
、
夜
明
け
間
近
の
月
に
猿
が
悲
し
げ
に
叫
ぶ
」
の
意
。
な
お
、
隆
房
（
七
番
歌
参
照
）
の
『
朗
詠
百
首
』
に
「
巴
峡

秋
深
五
夜
之
哀
猿
叫
月
」
を
題
と
し
て
「
月
の
入
る
片
山
か
げ
に
鳴
く
猿
は
更
け
ゆ
く
秋
を
も
の
が
な
し
と
や
」（
二
八
）
と
詠
ま
れ

る
。　

〇
歌
に
は
強
ひ
て
好
み
詠
む
べ
き
こ
と
に
は
侍
ら
ぬ
に
や　

判
者
は
「
ま
し
ら
」
を
歌
に
詠
む
こ
と
を
難
ず
る
が
、
前
掲
の
よ

う
な
例
が
散
見
す
る
。
院
政
期
以
降
や
や
流
行
の
感
が
あ
り
、
そ
れ
を
誡
め
る
意
味
も
あ
っ
た
か
。



三
二

九
番

左�

釈
阿

17
山
路
ゆ
く
仮
の
庵
を
と
ふ
嵐
な
れ
を
ぞ
た
の
む
旅
の
友
と
は

右
勝�

中
納
言

18
お
ど
ろ
か
す
関
の
と
だ
ち
の
嵐
か
な
夢
も
結
ば
ぬ
旅
の
ま
ろ
ね
は

右
歌
、「
関
の
と
だ
ち
」
ぞ
「
狩
場
の
小
野
」
な
ど
に
や
と
お
ぼ
つ
か
な
く
侍
れ
ど
、
左
歌
、「
な
れ
を
ぞ
」
な
ど
い
へ
る
、
よ
ろ

し
か
ら
ず
。
右
勝
に
て
や
侍
り
な
ん
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
八
・
旅
・
同
〔
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
嵐
〕・
一
六
九
一
四
）。

〈
右
歌
〉
な
し
。

【
通
釈
】

九
番

左�

釈
阿

17
山
道
を
ゆ
く
途
中
の
仮
の
庵
を
尋
ね
て
く
る
強
風
。
お
ま
え
を
こ
そ
頼
み
と
す
る
よ
、
旅
の
友
と
し
て
。

右
勝　

�

中
納
言

18
眠
り
を
覚
ま
す
、
関
所
の
鳥
た
ち
が
い
っ
せ
い
に
飛
び
立
つ
ほ
ど
の
強
風
で
あ
る
よ
。
夢
も
見
な
い
旅
の
ご
ろ
寝
は
。

右
歌
の
「
関
所
の
鳥
た
ち
が
い
っ
せ
い
に
飛
び
立
つ
」
は
「
狩
場
の
小
野
」
な
ど
（
に
普
通
は
詠
む
の
）
で
は
と
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
、
左
歌
の
「
お
ま
え
を
こ
そ
」
な
ど
と
詠
ん
で
い
る
の
は
良
く
な
い
。
き
っ
と
右
の
勝
で
し
ょ
う
。
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仁
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三
三

【
参
考
】

①
山
ふ
か
み
松
の
嵐
の
ほ
か
に
ま
た
宿
と
ふ
も
の
は
さ
を
し
か
の
声
（
俊
成
五
社
百
首
・
伊
勢
・
鹿
・
四
五
）

②
郭
公
な
れ
を
ぞ
た
の
む
村
雨
の
ふ
る
さ
と
人
は
と
ひ
も
こ
ぬ
夜
に
（
松
浦
宮
物
語
・
氏
忠
／
風
葉
集
・
夏
・
一
七
六
）

③
吹
き
ま
よ
ふ
嵐
と
と
も
に
旅
寝
す
る
涙
の
床
に
木
の
葉
も
る
な
り
（
散
木
奇
歌
集
〈
書
陵
部
蔵
〉・
旅
宿
落
葉
・
五
八
八
）

④
吾ワ
ギ
モ
コ
ガ

妹
児
之　

阿ア
ヲ
シ
ノ
フ
ラ
シ

乎
偲
良
志　

草ク
サ
マ
ク
ラ枕　

旅タ
ビ
ノ
マ
ロ
ネ
ニ

之
丸
寐
尓　

下シ
タ
ビ
モ
ト
ケ
ヌ

紐
解
（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
羈
旅
発
思
・
三
一
四
五
）

【
語
釈
】

〇
釈
阿　

藤
原
俊
成
。
一
一
一
四
～
一
二
〇
四
年
。
俊
忠
男
。
定
家
の
父
、
俊
成
卿
女
の
祖
父
。
正
三
位
皇
太
后
宮
大
夫
に
至
る
。
安

元
二
年
（
一
一
七
六
）
出
家
。『
久
安
百
首
』
な
ど
の
作
者
。『
六
百
番
歌
合
』
な
ど
多
く
の
歌
合
の
判
者
を
務
め
る
。『
千
載
集
』
撰

者
。
歌
論
書
『
古
来
風
体
抄
』『
万
葉
集
時
代
考
』
な
ど
。
家
集
『
長
秋
詠
藻
』『
俊
成
家
集
』
な
ど
。『
詞
花
集
』
初
出
。
当
時
、

八
十
八
歳
。　

〇
山
路
ゆ
く　
「
旅
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
仮
の
庵
を　
「
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
先
行
例
に
「
秋
の
田
の
か
り

の
庵
に
雨
ふ
り
て
衣
手
ぬ
れ
ぬ
ほ
す
人
な
し
に
」（
家
持
集
〈
西
本
願
寺
蔵
「
三
十
六
人
集
」〉・
一
八
八
）
が
あ
り
、
同
時
代
に
「
明

け
方
に
な
る
や
白
露
か
ず
そ
ひ
ぬ
仮
の
庵
の
葦
の
す
だ
れ
に
」（
秋
篠
月
清
集
・
旅
・
一
四
六
六
）
が
あ
る
。　

〇
と
ふ
嵐　

題
字

「
嵐
」
を
詠
む
。
俊
成
自
身
が
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
に
詠
ん
だ
①
や
「
枕
に
も
袖
に
も
涙
つ
ら
ら
ゐ
て
結
ば
ぬ
夢
を
と
ふ
嵐
か
な
」

（
後
京
極
殿
御
自
歌
合
建
久
九
年
・
冬
・
五
十
一
番
右
・
一
〇
二
）、「
冬
く
れ
ば
谷
の
小
川
の
音
絶
え
て
峯
の
嵐
ぞ
窓
を
と
ひ
け
る
」（
式

子
内
親
王
集
・
前
小
斎
院
御
百
首
・
冬
・
六
〇
）
な
ど
に
早
く
見
え
る
。
当
該
歌
合
二
六
番
歌
に
も
。　

〇
な
れ
を
ぞ
た
の
む　
「
な

れ
を
ぞ
」、
底
本
「
な
き
を
そ
」。
群
本
・
判
詞
・
他
出
に
よ
り
校
訂
。
先
行
例
は
『
万
葉
集
』
の
長
歌
が
、
同
時
代
に
は
②
が
見
え
る

程
度
。
②
は
俊
成
男
の
定
家
作
で
、
当
該
歌
合
の
前
年
に
あ
た
る
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
ま
で
の
成
立
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
後
世

に
「
尾
花
と
も
萩
と
も
い
は
じ
女
郎
花
な
れ
を
ぞ
秋
の
あ
は
れ
と
は
見
る
」（
柳
葉
集
・
弘
長
二
年
十
二
月
百
首
哥
・
女
郎
花
・



三
四

三
二
二
）
が
あ
る
。「
嵐
」
を
「
頼
む
」
と
い
う
先
行
例
に
は
「
し
ば
し
こ
そ
頼
む
心
も
お
ぼ
え
け
れ
聞
き
な
れ
に
け
り
嶺
の
嵐
も
」

（
正
治
初
度
百
首
・
山
家
・
一
七
九
三
・
師
光
）
が
あ
る
。　

〇
旅
の
友
と
は　

先
行
例
は
な
い
。
厭
わ
し
い
は
ず
の
「
嵐
」
を
唯
一

の
「
友
」
と
詠
ん
で
、
旅
の
不
安
や
孤
独
を
強
調
す
る
。
③
な
ど
が
類
似
す
る
。

〇
中
納
言　

俊
成
女
の
健
御
前
か
。
一
一
五
七
～
一
二
一
九
年
以
降
。
建
春
門
院
、
八
条
院
ら
に
仕
え
た
。
歌
合
や
定
数
歌
へ
の
目
立

っ
た
出
詠
は
な
い
。
日
記
『
た
ま
き
は
る
』。『
玉
葉
集
』
初
出
。
当
時
四
十
五
歳
。　

〇
お
ど
ろ
か
す　

目
を
覚
ま
す
。「
と
だ
ち
」

に
よ
り
眠
り
が
妨
げ
ら
れ
る
と
詠
む
。　

〇
関
の
と
だ
ち
の　
「
と
だ
ち
」
は
「
鳥
立
」
と
書
き
、
鷹
狩
な
ど
の
際
に
獲
物
の
鳥
が
飛

び
立
つ
こ
と
。
こ
こ
は
単
に
鳥
が
飛
び
立
つ
意
で
あ
ろ
う
が
、
判
詞
に
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、「
関
」
と
結
び
付
け
る
例
は
見
え
な
い
。　

〇
嵐
か
な　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
夢
も
結
ば
ぬ　

夢
を
見
る
ほ
ど
熟
睡
も
で
き
な
い
の
意
。
光
源
氏
が
明
石
入
道
に
詠
ん
だ

「
旅
衣
う
ら
が
な
し
さ
に
あ
か
し
か
ね
草
の
枕
は
夢
も
結
ば
ず
」（
源
氏
物
語
・
明
石
・
二
二
三
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。　

〇
旅
の

ま
ろ
ね
は　
「
ま
ろ
ね
は
」、
異
文
「
ま
ろ
ね
を
」（
鶴
・
彰
・
群
）。「
ま
ろ
寝
」
は
着
物
を
着
た
ま
ま
横
に
な
る
こ
と
。「
旅
宿
」
の
題

意
を
満
た
す
。
④
の
ほ
か
に
も
「
と
へ
か
し
な
さ
ゆ
る
霜
夜
に
思
ひ
か
ね
袖
お
り
か
へ
す
旅
の
丸
寝
を
」（
堀
河
百
首
・
旅
恋
・

一
二
二
六
・
藤
原
顕
仲
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。

〇
「
関
の
と
だ
ち
」
ぞ
「
狩
場
の
小
野
」 

な
ど
に
や　
「
と
だ
ち
」
は
「
関
」
で
は
な
く
「
狩
場
の
小
野
」
な
ど
と
と
も
に
詠
む
の
が

通
例
だ
と
の
非
難
。
実
際
、「
あ
は
れ
な
る
狩
場
の
小
野
の
と
だ
ち
か
な
思
へ
ば
こ
れ
や
罪
の
通
ひ
路
」（
正
治
初
度
百
首
・
冬
・

六
七
〇
・
慈
円
）
や
「
み
か
り
す
る
狩
場
の
小
野
に
風
さ
え
て
と
だ
ち
の
柴
に
霰
ふ
る
な
り
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
詠
五
百
首
和
謌
・

冬
・
八
九
四
）
な
ど
の
例
が
見
え
る
。　

〇
「
な
れ
を
ぞ
」
な
ど
い
へ
る
、
よ
ろ
し
か
ら
ず　

前
述
の
よ
う
に
「
な
れ
を
ぞ
」
は
先
行

例
に
乏
し
く
、
そ
れ
を
非
難
す
る
か
。　

〇
侍
り
な
ん　

底
本
「
侍
な
ん
」、
異
文
「
侍
る
ら
ん
」（
彰
）、「
侍
ら
な
む
」（
群
）。
他
の

歌
合
判
詞
な
ど
の
用
例
を
参
考
に
「
侍
り
な
ん
」
と
読
む
。
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三
五

十
番

左
勝�

俊
成
卿
女

19
ま
ど
ろ
ま
ぬ
う
つ
つ
と
も
な
き
旅
寝
し
て
嵐
に
た
ゆ
る
故
郷
の
夢

右�

寂
蓮

20
面
影
は
都
な
が
ら
の
う
た
た
ね
に
松
風
ぞ
ふ
く
佐
夜
の
中
山

左
歌
、
心
・
姿
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
。

右
歌
、
た
だ
「
嵐
」
と
ぞ
あ
ら
ま
ほ
し
く
侍
る
を
、「
松
風
ぞ
ふ
く
佐
夜
の
中
山
」
と
い
へ
る
、
強
ひ
て
傍
題
の
「
松
」、
さ
ら
で

も
や
侍
る
べ
か
ら
ん
。
よ
り
て
左
勝
つ
べ
き
に
や
侍
ら
ん
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉
な
し
。

〈
右
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
二
・
さ
や
の
中
山
、
遠
江
・
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
風
（
マ
マ
））。

【
通
釈
】

十
番

左
勝�

俊
成
卿
女

19
ま
ど
ろ
ん
で
も
い
な
い
、
し
っ
か
り
目
覚
め
て
も
い
な
い
旅
寝
を
し
て
、
強
風
に
途
切
れ
る
故
郷
の
夢
。

右�

寂
蓮

20
面
影
は
都
で
見
た
と
お
り
に
浮
か
ぶ
う
た
た
寝
（
の
夢
）
に
、
松
風
が
吹
く
佐
夜
の
中
山
。

左
歌
は
趣
向
や
ス
タ
イ
ル
が
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。



三
六

右
歌
は
た
だ
「
嵐
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、「
松
風
が
吹
く
佐
夜
の
中
山
」
と
詠
ん
で
い
る
の
は
、
あ
え
て
傍
題
の
「
松
」

（
を
詠
ん
で
い
る
が
）、
そ
う
で
な
く
て
も
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
よ
っ
て
左
が
勝
つ
べ
き
で
し
ょ
う
。

【
参
考
】

い
と
忍
び
て
ま
か
り
あ
り
き
て　
　
　
（
よ
み
人
し
ら
ず
）

①
ま
ど
ろ
ま
ぬ
も
の
か
ら
う
た
て
し
か
す
が
に
う
つ
つ
に
も
あ
ら
ぬ
心
地
の
み
す
る
（
八
七
七
）

返
し

う
つ
つ
に
も
あ
ら
ぬ
心
は
夢
な
れ
や
見
て
も
は
か
な
き
物
を
思
へ
ば
（
八
七
八
）（
後
撰
集
・
恋
四
）

②
面
影
の
ひ
か
ふ
る
方
に
か
へ
り
み
る
都
の
山
は
月
繊
く
し
て
（
拾
遺
愚
草
・
百
廿
八
首
和
謌
・
旅
・
一
七
一
三
）

鞍
馬
よ
り
出
で
侍
り
け
る
人
の
、
月
の
い
と
を
か
し
か
り
け
れ
ば
、
鞍
馬
の
山
も
か
く
こ
そ
な
ど
思
ひ
出
で
け
る
を
聞
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
院
中
務

す
み
な
る
る
都
の
月
の
さ
や
け
き
に
な
に
か
鞍
馬
の
山
は
恋
し
き
（
八
五
〇
）

か
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
院
中
将

③
も
ろ
と
も
に
山
の
端
い
で
し
月
な
れ
ば
都
な
が
ら
も
忘
れ
や
は
す
る
（
八
五
一
）（
後
拾
遺
集
・
雑
一
）

④
故
郷
の
け
ふ
の
面
影
さ
そ
ひ
こ
と
月
に
ぞ
契
る
さ
よ
の
中
山
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
四
十
二
番
右
・
四
八
四
・
雅
経
）

⑤
秋
の
露月

さ
や
の
中
山
さ
や
か
に
も
故
郷
人
ぞ
面
影
に
た
つ
（
玉
吟
集
・
百
首
和
歌　

大
僧
正
四
季
百
首
・
旅
・
八
八
〇
）

【
語
釈
】

〇
俊
成
卿
女　

一
一
七
一
頃
～
一
二
五
一
以
降
。
藤
原
盛
頼
女
。
盛
頼
が
鹿
ヶ
谷
の
変
に
連
座
し
た
た
め
、
祖
父
俊
成
に
養
育
さ
れ

る
。
定
家
の
姪
。
通
具
の
妻
。
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
通
具
が
按
察
局
と
婚
姻
し
た
の
を
機
に
、
後
鳥
羽
院
に
出
仕
。『
仙
洞
句
題
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仁
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五
十
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
の
作
者
。『
新
古
今
集
』
に
は
現
存
女
流
歌
人
と
し
て
は
最
多
の
二
十
九
首
が
入
集
。
順
徳
天
皇
歌

壇
な
ど
で
も
活
躍
。
著
作
『
越
部
禅
尼
消
息
』。
家
集
『
俊
成
卿
女
集
』。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
三
十
歳
ほ
ど
か
。　

〇
ま
ど

ろ
ま
ぬ
う
つ
つ
と
も
な
き　

①
に
基
づ
く
か
。
眠
っ
て
も
起
き
て
も
い
な
い
状
態
を
詠
み
、た
だ
で
さ
え
は
か
な
い
夢
を
さ
ら
に
「
嵐
」

が
覚
ま
す
趣
向
。「
逢
ふ
事
は
う
つ
つ
と
も
な
ほ
お
ぼ
え
ね
ど
ま
だ
こ
れ
ほ
ど
の
夢
は
見
ざ
り
き
」（
正
治
初
度
百
首
・
恋
・

一
〇
八
二
・
経
家
）
な
ど
の
類
想
歌
が
あ
る
。　

〇
旅
寝
し
て　
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
嵐
に
た
ゆ
る　

題
字
「
嵐
」
を

詠
む
。「
嵐
」
で
夢
が
絶
え
る
趣
向
は
、
後
に
「
雪
に
し
く
袖
よ
夢
路
よ
た
え
ぬ
べ
し
ま
だ
白
川
の
関
の
あ
ら
し
に
」（
最
勝
四
天
王
院

障
子
和
歌
・
白
川
関
陸
奥
・
四
〇
一
・
後
鳥
羽
院
）、「
夢
だ
に
も
嵐
に
た
え
ぬ
山
里
の
柴
の
枯
れ
葉
に
霰
ふ
る
な
り
」（
道
家
百
首
・

冬
・
六
五
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
。　

〇
故
郷
の
夢　
「
草
枕
ま
だ
お
と
づ
れ
の
な
き
ま
ま
に
波
に
お
ど
ろ
く
故
郷
の
夢
」（
秋
篠
月
清

集
・
冬
・
一
三
〇
六
）
は
『
拾
玉
集
』
五
二
一
八
番
歌
の
詞
書
に
よ
る
と
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
の
作
。
良
経
は
「
か
り
そ
め
の
憂

き
世
い
で
た
る
草
の
庵
に
残
る
心
は
故
郷
の
夢
」（
秋
篠
月
清
集
・
雑
・
山
家
の
心
を
・
一
五
一
〇
）
と
も
詠
む
。

〇
寂
蓮　

藤
原
定
長
。
生
年
未
詳
～
一
二
〇
二
年
七
月
二
十
日
以
前
。
俊
海
男
。
俊
成
の
養
子
。
従
五
位
上
中
務
少
輔
に
至
る
。
承
安

二
年
（
一
一
七
二
）
頃
出
家
。
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）『
住
吉
社
歌
合
』
を
は
じ
め
、
数
々
の
歌
合
や
歌
会
に
出
詠
。
慈
円
や
良
経

と
交
流
が
あ
っ
た
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
も
活
躍
し
、『
新
古
今
集
』
の
撰
者
に
も
任
命
さ
れ
る
が
、
完
成
前
に
没
。
家
集
『
寂
蓮
集
』

な
ど
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
六
十
代
前
半
か
。　

〇
面
影
は　

恋
人
の
面
影
。
②
の
ほ
か
、『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
を
踏
ま
え
た

「
思
ひ
出
づ
る
人
や
都
に
な
か
る
ら
ん
こ
と
と
ふ
月
に
そ
は
ぬ
面
影
」（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
二
二
八
三
・
中
納
言
得
業
信
広
）
な

ど
の
先
行
例
が
あ
る
。　

〇
都
な
が
ら
の　

③
に
見
え
る
句
。
都
の
ま
ま
と
詠
む
こ
と
で
、
都
以
外
に
い
る
こ
と
を
暗
示
し
、
五
句
と

と
も
に
「
旅
」
の
題
意
を
満
た
す
。
同
時
期
に
「
吉
野
山
み
や
こ
な
が
ら
ぞ
入
り
に
け
る
面
影
に
た
つ
花
の
た
よ
り
は
」（
千
五
百
番

歌
合
・
春
二
・
百
五
十
番
左
・
二
九
九
・
顕
昭
）
の
作
が
あ
る
。　

〇
う
た
た
ね
に　
「
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
松
風
ぞ
ふ
く　



三
八

「
松
風
」
に
よ
り
「
嵐
」
の
題
意
を
満
た
そ
う
と
す
る
が
、
判
詞
で
非
難
さ
れ
る
。「
佐
夜
の
中
山
」
と
の
取
り
合
わ
せ
は
「
岩
が
ね
の

枕
に
お
つ
る
松
風
の
夢
路
た
え
ぬ
る
さ
よ
の
中
山
」（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
二
一
八
四
・
丹
後
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。
後
代

に
は
「
現
に
も
頼
め
ぬ
人
の
面
影
に
名
の
み
は
吹
か
ぬ
庭
の
松
風
」（
後
鳥
羽
院
自
歌
合
・
九
番
右
・
待
恋
・
一
八
）
な
ど
の
作
が
あ

る
。
恋
人
が
「
都
」
で
「
待
つ
」
の
意
を
響
か
せ
る
か
。　

〇
佐
夜
の
中
山　

遠
江
国
の
歌
枕
。
東
海
道
の
難
所
の
ひ
と
つ
。『
古
今

集
』
で
は
「
さ
や
」
と
詠
ま
れ
た
が
、
院
政
期
こ
ろ
か
ら
「
さ
よ
」
も
増
え
る
。「
面
影
」
と
取
り
合
わ
せ
た
先
行
例
に
④
、
同
時
代

詠
に
⑤
が
あ
る
。

〇
た
だ
「
嵐
」
と
ぞ
あ
ら
ま
ほ
し
く
侍
る
を　
「
嵐
」
は
そ
の
ま
ま
「
嵐
」
と
詠
む
べ
き
だ
と
の
主
張
。　

〇
強
ひ
て
傍
題
の
「
松
」、

さ
ら
で
も
や　
「
さ
ら
で
も
や
」、
異
文
「
さ
し
て
も
や
」（
群
）。
当
該
歌
合
で
は
「
社
頭
松
」
題
も
出
さ
れ
て
お
り
、「
松
風
」
と
詠

む
と
傍
題
を
お
か
す
。「
強
ひ
て
」
を
受
け
る
言
葉
が
な
い
が
、
無
理
に
傍
題
を
お
か
し
て
ま
で
「
松
（
風
）」
と
詠
む
必
然
性
が
な
い

と
の
主
張
。『
別
雷
社
歌
合
』
の
「
い
つ
し
か
と
焼
き
て
し
野
辺
の
霞
を
ば
ま
た
思
ひ
た
つ
煙
と
ぞ
見
る
」（
霞
・
廿
二
番
左
・
四
三
・

定
宗
）
に
対
し
、
判
者
俊
成
は
「
心
・
姿
を
か
し
き
や
う
に
侍
る
を
、
ま
た
思
ひ
た
つ
煙
、
さ
ら
で
も
や
き
こ
ゆ
」
と
非
難
す
る
。

十
一
番左

勝�

隆
信

21
草
む
す
ぶ
床
は
夜
な
夜
な
変
は
れ
ど
も
変
は
ら
ぬ
嶺
の
嵐
を
ぞ
聞
く

右�

保
季

22
露
ふ
れ
し
秋
は
む
か
し
の
草
ま
く
ら
嵐
に
た
へ
ぬ
涙
ば
か
り
ぞ

左
歌
、「
変
は
ら
ぬ
嶺
の
嵐
を
ぞ
聞
く
」、
よ
ろ
し
く
聞
こ
え
侍
り
。
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仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

三
九

右
歌
、
姿
は
い
と
優
に
侍
る
を
、「
秋
は
む
か
し
の
」
と
い
へ
る
や
餘
り
に
や
さ
し
く
聞
こ
え
侍
ら
ん
。
左
勝
る
べ
く
や
。

【
他
出
】
左
右
と
も
な
し
。

【
通
釈
】

十
一
番左

勝�

隆
信

21
草
を
結
ぶ
旅
の
寝
床
は
夜
ご
と
に
変
わ
る
け
れ
ど
も
、
変
わ
ら
な
い
山
頂
の
強
風
を
聞
く
こ
と
だ
。

右�

保
季

22
露
の
触
れ
た
秋
は
も
は
や
昔
の
草
の
枕
。（
い
ま
は
）
強
風
に
堪
え
ら
れ
な
い
涙
だ
け
で
あ
る
よ
。

左
歌
は
「
変
わ
ら
な
い
山
頂
の
強
風
を
聞
く
こ
と
だ
」
が
素
晴
ら
し
く
聞
こ
え
ま
す
。

右
歌
は
ス
タ
イ
ル
は
た
い
そ
う
優
美
で
す
が
、「
秋
は
も
は
や
昔
の
」
と
詠
ん
で
い
る
の
は
あ
ま
り
に
も
優
美
す
ぎ
る
よ
う
に
聞

こ
え
る
で
し
ょ
う
。
左
が
勝
る
べ
き
か
。

【
参
考
】

①
夜
な
夜
な
に
枕
に
慣
れ
し
笛
竹
も
い
か
な
る
床
に
ふ
し
か
は
る
ら
む
（
六
百
番
歌
合
・
寄
笛
恋
・
一
番
右
・
一
〇
八
二
・
家
隆
）

②
思
ひ
こ
し
因
幡
の
山
の
嶺
に
し
も
頼
め
ぬ
松
の
嵐
を
ぞ
き
く
（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
四
十
五
番
右
・
四
九
〇
・
宮
内
卿
）

③
露
ふ
れ
し
葉
末
は
霜
に
な
り
に
け
り
秋
よ
り
冬
の
小
野
の
篠
原（

千
五
百
番
歌
合
・
冬
一
・
八
百
八
十
二
番
左
・
一
七
六
二
・
保
季
）

【
語
釈
】

〇
隆
信　

一
一
四
二
～
一
二
〇
五
年
。
藤
原
為
経
男
。
母
は
美
福
門
院
加
賀
で
、
後
に
俊
成
と
再
婚
し
て
定
家
ら
を
産
む
。
正
四
位
下



四
〇

に
至
る
。『
六
百
番
歌
合
』『
御
室
五
十
首
』『
正
治
初
度
百
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
の
作
者
。
似
絵
も
得
意
と
し
た
。
著
作
『
う

き
な
み
』『
弥
世
継
』。
家
集
『
隆
信
集
』（
二
種
）。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
散
位
正
四
位
下
、
六
十
歳
。　

〇
草
む
す
ぶ　

二
句

と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
床
は
夜
な
夜
な
変
は
れ
ど
も　

類
似
の
表
現
を
用
い
た
先
行
例
に
①
が
、
同
時
期
の

例
に
「
一
筋
に
慣
れ
な
ば
さ
て
も
す
ぎ
の
庵
に
夜
な
夜
な
変
は
る
風
の
音
か
な
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
千
四
百
十
七
番
右
・

二
八
三
五
・
通
具
）
が
あ
る
。
な
お
、
後
世
に
「
結
び
お
く
宿
こ
そ
か
は
れ
草
枕
か
り
ね
は
同
じ
夜
な
夜
な
の
露
」（
玉
葉
集
・
旅
・

一
一
六
一
・
実
重
）、「
結
び
す
て
て
夜
な
夜
な
変
は
る
旅
枕
か
り
ね
の
夢
の
跡
も
は
か
な
し
」（
風
雅
集
・
旅
・
九
五
八
・
為
兼
）
な

ど
の
類
想
歌
が
あ
る
。　

〇
変
は
ら
ぬ
嶺
の
嵐
を
ぞ
聞
く　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。
詠
作
年
未
詳
の
「
そ
の
ま
ま
に
松
の
嵐
も
変
は

ら
ぬ
を
忘
れ
や
し
ぬ
る
更
け
し
夜
の
月
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
八
〇
・
法
眼
宗
円
）
が
「
嵐
」
を
変
わ
ら
な
い
も
の
と
詠
む
。

五
句
は
先
行
す
る
②
や
「
夜
を
さ
む
み
志
賀
の
浦
浪
氷
ゐ
て
長
良
の
山
に
嵐
を
ぞ
き
く
」（
正
治
後
度
百
首
・
氷
・
一
〇
四
四
・
康
業

〈
慈
円
〉）
の
ほ
か
、「
猪
名
山
の
道
の
さ
さ
原
う
づ
も
れ
て
落
ち
葉
が
上
に
嵐
を
ぞ
き
く
」（
秋
篠
月
清
集
・
南
海
漁
父
百
首
・
冬
・

五
四
一
）、「
あ
し
び
き
の
山
の
道
柴
ふ
み
わ
け
て
ま
だ
聞
き
な
れ
ぬ
嵐
を
ぞ
き
く
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
承
元
二
年
二
月
内
宮
卅
首
御

歌
・
秋
・
一
三
六
三
）
な
ど
の
同
時
代
の
例
が
あ
る
。
二
番
歌
に
も
。

〇
保
季　

一
一
七
一
～
没
年
未
詳
。
藤
原
重
家
男
。
叔
父
季
経
の
猶
子
。
従
三
位
に
至
る
。
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）『
民
部
卿
家
歌

合
』
を
は
じ
め
、『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
散
位
従
四
位
上
、
三
十
一
歳
。　

〇
露
ふ
れ
し　

保
季
は
同
時
期
に
③
を
詠
み
、
判
者
定
家
は
「
左
の
初
五
字
、
い
か
に
置
き
い
か
に
消
ゆ
る
露
を
「
触
る
る
」
と
は
申
す
べ
き
に
か
。

い
ま
だ
思
ひ
え
侍
ら
ね
ば
わ
き
ま
へ
申
し
が
た
く
や
」
と
批
判
す
る
。
た
だ
し
、「
宮
木
野
の
小
萩
が
枝
に
露
ふ
れ
て
虫
の
音
む
す
ぶ

秋
の
夕
風
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
同
〔
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）〕
八
月
一
日
新
宮
歌
合
・
野
辺
虫
・
一
四
八
三
）
の
例
も
見
え
る
。　

〇
秋
は
む
か
し
の　

先
行
例
に
「
大
井
河
秋
は
昔
の
お
な
じ
色
の
心
に
う
か
ぶ
三
つ
の
船
か
な
」（
正
治
後
度
百
首
・
あ
そ
び
・
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一

八
八
八
・
宮
内
卿
）
な
ど
が
あ
る
。「
露
」
は
秋
の
景
物
。
そ
の
露
が
触
れ
た
秋
も
今
は
昔
の
こ
と
と
回
想
す
る
趣
向
。　

〇
草
ま
く

ら　
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
嵐
に
た
へ
ぬ　

底
本
「
た
えへ
歟

ぬ
」。
諸
本
「
た
え
ぬ
」（
鶴
・
彰
・
群
）。
題
字
「
嵐
」
を
詠

む
。「
年
ふ
れ
ど
あ
は
れ
に
堪
へ
ぬ
涙
か
な
恋
し
き
人
の
か
か
ら
ま
し
か
ば
」（
千
載
集
・
恋
五
・
九
三
九
・
顕
輔
）
や
「
行
く
と
来
と

せ
き
と
め
が
た
き
涙
を
や
絶
え
ぬ
清
水
と
人
は
見
る
ら
む
」（
源
氏
物
語
・
関
屋
・
二
七
一
・
空
蝉
）
の
よ
う
に
、「
堪
へ
ぬ
」「
絶
え

ぬ
」
ど
ち
ら
も
通
意
。「
時
雨
か
と
寝
覚
め
の
床
に
聞
こ
ゆ
る
は
嵐
に
た
え
ぬ
木
の
葉
な
り
け
り
」（
山
家
集
・
暁
落
葉
・
四
九
六
）

な
ど
も
両
様
に
解
せ
る
で
あ
ろ
う
。「
堪
へ
ぬ
」
と
解
し
た
が
、「
絶
え
ぬ
」
な
ら
ば
「
嵐
に
絶
え
る
こ
と
の
な
い
（
涙
）」
の
意
。　

〇
涙
ば
か
り
ぞ　

こ
の
句
を
五
句
に
用
い
る
先
行
例
は
な
い
。

〇
餘
り
に
や
さ
し
く
聞
こ
え
侍
ら
ん　
「
や
さ
し
」
は
肯
定
的
に
使
う
の
が
一
般
的
。「
艶
」
や
「
優
」
に
類
す
る
評
語
で
、
優
美
な

さ
ま
を
表
す
。
秋
は
毎
年
め
ぐ
っ
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
秋
は
む
か
し
」
と
詠
む
の
は
誇
張
し
す
ぎ
と
の
難
か
。

十
二
番左

勝�

有
家

23
岩
が
根
の
床
に
嵐
を
片
敷
き
て
ひ
と
り
や
寝
な
ん
佐
夜
の
中
山

右�

長
明

24
苔
む
し
ろ
雲
に
か
さ
ぬ
る
夜
半
の
袖
ぬ
ぎ
わ
か
る
る
は
嶺
の
松
風

左
、「
ひ
と
り
や
寝
な
ん
佐
夜
の
中
山
」
と
い
へ
る
、
よ
ろ
し
く
聞
こ
え
侍
る
べ
し
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉『
新
古
今
集
』（
羈
旅
・
石
清
水
歌
合
に
、
旅
宿
嵐
と
い
ふ
事
を
・
九
六
二
・
五
句
「
さ
よ
の
中
山
」）。



四
二

『
自
讃
歌
』（
一
〇
八
・
五
句
「
さ
よ
の
中
山
」）。『
新
三
十
六
人
撰
正
元
二
年
』（
二
八
八
）。

『
歌
枕
名
寄
』（
東
海
三
・
遠
江
国
・
佐
夜
中
山
・
五
〇
〇
八
）。

〈
右
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
八
・
旅
・
同
〔
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
嵐
〕・
一
六
九
一
五
）。

【
通
釈
】

十
二
番左

勝�

有
家

23
大
地
に
根
を
張
っ
た
よ
う
な
岩
の
寝
床
に
強
風
ば
か
り
を
敷
い
て
、
き
っ
と
ひ
と
り
で
寝
る
の
だ
ろ
う
、
佐
夜
の
中
山
に
。

右�

長
明

24
苔
の
筵
の
上
で
雲
に
重
ね
る
夜
中
の
袖
。
そ
れ
を
脱
い
で
後
朝
に
別
れ
る
の
は
山
頂
の
松
風
。

左
、「
き
っ
と
ひ
と
り
で
寝
る
の
だ
ろ
う
、
佐
夜
の
中
山
に
」
と
詠
ん
で
い
る
の
は
素
晴
ら
し
く
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
。

【
参
考
】

①
岩
が
ね
の
枕
に
お
つ
る
松
風
の
夢
路
た
え
ぬ
る
さ
よ
の
中
山
（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
二
一
八
四
・
丹
後
）

②
嵐
ふ
く
高
嶺
の
雲
を
片
敷
き
て
夢
路
も
と
ほ
し
宇
津
の
山
越
え

（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
七
八
四
・
忠
良
／
三
百
六
十
番
歌
合
・
冬
・
卅
二
番
左
・
四
九
五
）

③
君
こ
ず
は
ひ
と
り
や
寝
な
む
笹
の
葉
の
深
山
も
そ
よ
に
さ
や
ぐ
霜
夜
を

（
久
安
百
首
・
冬
・
九
五
四
・
清
輔
／
新
古
今
集
・
冬
・
六
一
六
）

④
七
夕
の
待
ち
こ
し
秋
は
夜
寒
に
て
雲
に
か
さ
ぬ
る
天
の
羽
衣
（
正
治
初
度
百
首
・
秋
・
四
四
〇
・
良
経
）



建
仁
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年
『
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清
水
社
歌
合
』
注
釈

四
三

【
語
釈
】

〇
有
家　

一
一
五
五
～
一
二
一
六
年
。
藤
原
重
家
男
。
経
家
の
弟
。
従
三
位
大
蔵
卿
に
至
る
。『
六
百
番
歌
合
』『
千
五
百
番
歌
合
』

『
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
散
位
正
四
位
下
、
四
十
七
歳
。　

〇
岩
が
根
の
床
に　
「
岩
が
根
」
と
「
嵐
」
の
取
り
合
わ
せ
は
後
代
の
「
岩
が
ね
の
枕
は
さ
し
も
な
れ
に
し
に
何
お
ど
ろ
か
す
松
の
嵐

ぞ
」（
土
御
門
院
御
集
・
寄
山
述
懐
・
七
）、
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
こ
ろ
の
内
裏
歌
合
の
作
と
い
う
「
今
日
さ
へ
や
夕
越
え
か
ね
て

岩
が
根
の
嶺
の
あ
ら
し
に
あ
ま
た
た
び
寝
ん
」（
玉
吟
集
・
山
晩
風
・
二
六
七
一
）
な
ど
に
見
え
る
。「
岩
が
根
の
床
」
の
先
行
例
は
な

い
が
、「
枕
」
は
①
が
あ
り
、
後
代
に
も
前
掲
の
土
御
門
院
歌
な
ど
が
あ
る
。　

〇
嵐
を
片
敷
き
て　
「
片
敷
く
」
も
の
は
衣
や
葉

（
二
・
五
番
歌
参
照
）
が
通
例
で
、「
嵐
」
を
詠
む
先
行
例
は
な
い
。
た
だ
し
、
②
の
よ
う
に
「
雲
」
を
片
敷
く
と
い
う
例
が
あ
り
、
こ

れ
に
触
発
さ
れ
た
か
。『
院
御
歌
合
宝
治
元
年
』「
旅
宿
嵐
」
題
の
「
あ
し
び
き
の
山
の
嵐
を
片
敷
き
て
な
ら
は
ぬ
岩
の
枕
を
ぞ
す
る
」

（
百
十
一
番
左
・
二
二
一
・
通
成
）
は
判
者
為
家
に
「
左
、
嵐
を
片
敷
く
と
い
ひ
、
右
、
吹
く
嵐
か
な
と
果
て
た
る
、
と
も
に
好
み
詠

ず
べ
き
姿
・
詞
に
侍
ら
ね
ど
」
と
難
ぜ
ら
れ
る
。　

〇
ひ
と
り
や
寝
な
ん　

先
行
例
は
有
家
の
伯
父
の
詠
ん
だ
③
が
見
え
る
程
度
。　

〇
佐
夜
の
中
山　

遠
江
国
の
歌
枕
（
二
〇
番
歌
参
照
）。

〇
長
明　

生
年
未
詳
～
一
二
一
六
年
。
鴨
長
継
男
。
従
五
位
下
に
至
る
。
俊
恵
の
歌
林
苑
に
出
入
り
し
、『
正
治
後
度
百
首
』『
三
体
和

歌
』
な
ど
を
詠
進
。
和
歌
所
寄
人
と
な
る
。
そ
の
後
、
河
合
社
禰
宜
の
地
位
を
得
ら
れ
ず
隠
棲
。
著
作
『
方
丈
記
』『
発
心
集
』。
歌
論

書
『
無
名
抄
』。
家
集
『
鴨
長
明
集
』。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
散
位
従
五
位
下
、
四
十
代
後
半
か
。　

〇
苔
む
し
ろ　

苔
が
敷
き

詰
め
、
筵
の
よ
う
に
見
え
る
状
態
。「
三ミ
ヨ
シ
ノ
ノ

芳
野
之　

青ア
ヲ
ネ
ガ
ミ
ネ
ノ

根
我
峰
之　

蘿コ
ケ
ム
シ
ロ席　

誰タ
レ
カ
ヲ
ル
ラ
ム

将
織　

経タ
テ
ヌ
キ
ナ
シ
ニ

緯
無
二
」（
万
葉
集
・
巻
七
・
雑
歌
・
詠
蘿
・

一
一
二
〇
）
が
著
名
で
、
影
響
歌
が
『
堀
河
百
首
』
な
ど
に
見
え
る
。　

〇
雲
に
か
さ
ぬ
る　

恋
人
と
寝
る
場
合
は
互
い
の
袖
・
衣
を

重
ね
る
が
、
旅
の
独
り
寝
で
は
自
分
の
袖
を
雲
に
重
ね
る
と
詠
ん
だ
。
④
は
「
七
夕
」
の
「
天
の
羽
衣
」
と
い
う
あ
く
ま
で
も
想
像
上



四
四

の
世
界
を
描
く
が
、
当
該
歌
は
現
実
に
引
き
寄
せ
た
比
喩
と
な
っ
て
い
る
。　

〇
夜
半
の
袖　

院
政
期
こ
ろ
か
ら
詠
ま
れ
る
。「
さ
も

こ
そ
は
草
の
枕
と
言
ひ
お
か
め
露
け
か
り
つ
る
夜
半
の
袖
か
な
」（
久
安
百
首
・
羈
旅
・
一
二
九
六
・
待
賢
門
院
安
芸
）
は
旅
と
関
連

付
け
た
先
行
歌
。
同
時
代
に
も
「
夏
と
秋
と
行
き
か
ふ
空
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
や
や
露
お
も
る
夜
半
の
袖
か
な
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁

元
年
三
月
内
宮
御
百
首
・
夏
・
二
三
五
）
が
見
え
る
。
二
句
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
ぬ
ぎ
わ
か
る
る
は　
「
な

で
し
こ
の
花
色
衣
ぬ
ぎ
わ
か
れ
誰
が
朝
露
の
宿
か
う
つ
ら
ん
」（
玉
吟
集
・
夏
・
一
九
〇
八
）、「
忘
れ
め
や
形
見
の
衣
ぬ
ぎ
わ
か
れ
帰

る
あ
し
た
に
残
る
月
影
」（
如
願
法
師
集
・
春
日
詠
百
首
応
製
和
謌
・
恋
・
七
六
）
の
よ
う
に
、
後
朝
の
男
女
の
別
れ
に
詠
む
の
が
一

般
的
。
当
該
歌
は
そ
れ
を
前
提
に
、
旅
の
独
り
寝
の
わ
び
し
さ
を
詠
む
。　

〇
嶺
の
松
風　
「
松
風
」
に
よ
り
「
嵐
」
の
題
意
を
満
た

そ
う
と
す
る
か
。
二
〇
番
歌
で
非
難
さ
れ
て
い
た
。
先
行
す
る
「
風
ふ
け
ば
峰
に
わ
か
る
る
白
雲
の
た
え
て
つ
れ
な
き
君
が
心
か
」

（
古
今
集
・
恋
二
・
六
〇
一
・
忠
岑
）
や
後
代
の
「
行
衛
な
き
逢
ふ
を
か
ぎ
り
の
白
雲
の
た
え
て
わ
か
る
る
嶺
の
秋
風
」（
洞
院
摂
政
家

百
首
・
不
遇
恋
・
一
一
七
六
・
俊
成
卿
女
）
の
よ
う
に
、
松
風
に
吹
か
れ
た
雲
が
嶺
に
別
れ
る
（
分
か
れ
る
）
こ
と
を
恋
人
と
の
別
れ

に
重
ね
る
か
。

十
三
番左

勝�

定
家

25
古
郷
に
さ
ら
ば
吹
き
こ
せ
嶺
の
あ
ら
し
仮
寝
の
山
の
夢
は
さ
め
ぬ
と

右�

雅
経

26
あ
づ
ま
ぢ
や
佐
夜
の
中
山
夢
路
た
え
雲
に
ふ
す
夜
を
と
ふ
嵐
か
な

右
歌
、「
佐
夜
の
中
山
夢
路
た
え
」
な
ど
い
へ
る
姿
、
を
か
し
く
侍
れ
ど
、
左
歌
、「
さ
ら
ば
吹
き
こ
せ
嶺
の
あ
ら
し
」
と
い
へ



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

四
五

る
、
な
ほ
よ
ろ
し
か
る
べ
く
や
侍
ら
ん
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉『
拾
遺
愚
草
』（
雑
・
旅
・
建
仁
元
年
十
二
月
八
幡
歌
合
、
旅
宿
嵐
・
二
六
八
五
）。

�

『
玉
葉
集
』（
旅
・
建
仁
元
年
八
幡
宮
歌
合
、
旅
宿
嵐
・
一
二
〇
七
・
四
句
「
仮
寝
の
夜
半
の
」）。

〈
右
歌
〉
な
し
。

【
通
釈
】

十
三
番左

勝�

定
家

25
故
郷
に
そ
れ
な
ら
ば
吹
い
て
来
い
、
山
頂
の
強
風
よ
。
仮
の
旅
寝
を
し
て
い
る
山
の
夢
は
覚
め
て
し
ま
っ
た
と
。

右�
雅
経

26
東
へ
の
道
よ
、
佐
夜
の
中
山
に
夢
は
覚
め
、
雲
に
横
た
わ
る
夜
を
尋
ね
て
く
る
強
風
で
あ
る
よ
。

右
歌
は
「
佐
夜
の
中
山
に
夢
は
覚
め
」
な
ど
詠
ん
で
い
る
ス
タ
イ
ル
は
面
白
い
で
す
が
、
左
歌
は
「
そ
れ
な
ら
ば
吹
い
て
来
い
、

山
頂
の
強
風
よ
」
と
詠
ん
で
い
る
の
が
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
】

①
岩
が
根
の
枕
に
お
つ
る
松
風
の
夢
路
た
え
ぬ
る
さ
よ
の
中
山
（
正
治
初
度
百
首
・
羈
旅
・
二
一
八
四
・
丹
後
）

②
月
影
は
く
ま
な
き
も
の
を
尋
ね
ゆ
く
人
は
い
づ
れく

の
雲
に
ふ
す
ら
ん
（
出
観
集
・
月
下
問
僧
・
四
一
七
）

【
語
釈
】

〇
定
家　

一
一
六
二
～
一
二
四
一
年
。
藤
原
俊
成
男
。
正
二
位
権
中
納
言
に
至
る
。『
別
雷
社
歌
合
』
へ
の
出
詠
以
降
、『
六
百
番
歌



四
六

合
』
な
ど
多
く
の
歌
合
や
歌
会
に
参
加
す
る
。
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
は
俊
成
の
奏
状
に
よ
り
『
正
治
初
度
百
首
』
の
作
者
に
追
加
さ
れ
、

才
能
を
認
め
ら
れ
る
。
西
行
の
『
宮
河
歌
合
』
の
判
者
、
後
鳥
羽
院
の
『
院
当
座
歌
合
正
治
二
年
十
月
』
の
衆
議
判
の
執
筆
、『
千
五
百
番
歌

合
』
の
判
者
の
一
人
。
当
該
歌
合
以
降
も
後
堀
河
院
の
時
代
に
至
る
ま
で
活
躍
。『
新
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。『
新
勅
撰
集
』
の
撰

者
。
ま
た
『
古
今
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
多
く
の
古
典
を
も
書
写
。
家
集
『
拾
遺
愚
草
』。
歌
論
書
『
詠
歌
大
概
』
な
ど
。
日
記

『
明
月
記
』。『
千
載
集
』
初
出
。
当
時
、
正
四
位
下
左
近
権
少
将
・
安
芸
権
介
、
四
十
歳
。　

〇
古
郷
に
さ
ら
ば
吹
き
こ
せ　
「
さ
ら

ば
」
は
下
句
の
内
容
を
指
し
、「
仮
寝
の
夢
を
覚
ま
し
た
強
風
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
故
郷
ま
で
自
分
の
消
息
を
知
ら
せ
よ
」
の
意
。
定

家
は
翌
年
に
も
「
須
磨
の
浦
や
藻
塩
の
枕
と
ふ
蛍
か
り
ね
の
夢
路
わ
ぶ
と
こ
た
へ
よ
」（
水
無
瀬
殿
釣
殿
当
座
六
首
歌
合
・
海
辺
見
蛍
・

二
番
左
・
三
）
と
詠
み
、『
拾
遺
愚
草
』（
二
二
二
七
）
で
は
五
句
「
わ
ぶ
と
つ
げ
こ
せ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
ゆ
く
蛍
雲
の
う

へ
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
ふ
く
と
雁
に
つ
げ
こ
せ
」（
後
撰
集
・
秋
上
・
二
五
二
・
業
平
／
伊
勢
物
語
・
第
四
十
五
段
）
を
踏
ま
え
て

お
り
、
当
該
歌
も
そ
の
影
響
下
に
あ
る
か
。
ま
た
、
定
家
は
「
藻
塩
た
れ
嘆
き
を
す
ま
の
道
か
へ
て
憂
き
世
ふ
き
こ
せ
関
の
浦
風
」

（
拾
遺
愚
草
・
な
き
人
の
名
を
ほ
の
ぼ
の
と
り
て
、
卒
都
婆
供
養
す
と
て
人
の
勧
め
し
歌
・
在
原
中
納
言
・
二
九
六
七
）
と
も
詠
む
。

な
お
、「
ふ
き
こ
せ
」
の
同
時
代
の
例
と
し
て
は
「
住
吉
の
神
も
あ
は
れ
と
い
へ
の
風
な
ほ
も
ふ
き
こ
せ
和
歌
の
浦
波
」（
源
家
長
日

記
・
三
一
）
が
見
え
る
。
こ
れ
は
定
家
が
息
子
為
家
を
後
鳥
羽
院
に
謁
見
さ
せ
た
際
に
賜
っ
た
歌
で
、『
明
月
記
』
に
よ
る
と
建
仁
三

年
（
一
二
〇
三
）
三
月
一
日
の
こ
と
。　

〇
嶺
の
あ
ら
し　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
仮
寝
の
山
の　
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
夢
は
さ
め
ぬ
と　

意
味
的
に
は
二
句
の
「
吹
き
こ
せ
」
に
か
か
る
。
従
来
は
「
あ
ふ
と
見
る
夢
さ
め
ぬ
れ
ば
つ
ら
き
か
な
旅
寝
の
床

に
か
よ
ふ
松
風
」（
忠
度
百
首
・
寄
源
氏
恋
・
七
六
）
の
よ
う
に
、
風
や
嵐
は
都
の
夢
を
覚
ま
す
厭
わ
し
い
も
の
と
し
て
ば
か
り
詠
ま

れ
て
い
た
。
当
該
歌
の
よ
う
に
嵐
が
都
と
旅
人
を
つ
な
ぐ
と
い
う
発
想
の
先
行
歌
は
見
出
せ
な
い
。
定
家
は
翌
年
に
も
「
袖
に
吹
け
さ

ぞ
な
旅
寝
の
夢
も
見
じ
思
ふ
方
よ
り
か
よ
ふ
浦
風
」（
三
体
和
歌
・
二
四
）
と
詠
み
、
当
該
歌
と
は
対
照
的
に
都
か
ら
の
風
が
吹
け
ば



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

四
七

旅
寝
の
夢
も
見
る
ま
い
と
詠
む
。

〇
雅
経　

一
一
七
〇
～
一
二
二
一
年
。
藤
原
頼
経
男
。
父
が
伊
豆
に
配
流
さ
れ
た
後
、
鎌
倉
に
下
向
。
蹴
鞠
の
才
能
に
よ
り
後
鳥
羽
院

に
召
還
さ
れ
、
参
議
従
三
位
に
至
る
。『
正
治
後
度
百
首
』
や
『
老
若
五
十
首
歌
合
』、『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。『
新
古
今

集
』
撰
者
の
一
人
。
順
徳
天
皇
歌
壇
で
も
活
躍
。
家
集
『
明
日
香
井
集
』。
著
作
『
革
匊
別
記
』『
蹴
鞠
略
記
』。『
新
古
今
集
』
初
出
。

当
時
、
従
五
位
上
左
近
権
少
将
・
越
前
介
、
三
十
二
歳
。　

〇
あ
づ
ま
ぢ
や　

同
じ
表
現
は
「
東
路
や
し
ね
ば
さ
か
ひ
に
宿
り
し
て
雲

ゐ
に
見
ゆ
る
筑
波
山
か
な
」（
堀
河
百
首
・
山
・
一
三
七
〇
・
藤
原
顕
仲
。
橋
本
不
美
男
・
滝
沢
貞
夫
『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌

と
そ
の
研
究　

本
文
・
研
究
編
』〈
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
〉
に
よ
る
と
、
二
句
は
「
い
れ
ば
さ
か
ひ
に
」
と
す
る
本
が
多
い
）
な

ど
に
早
く
見
え
る
。
雅
経
は
後
に
「
あ
づ
ま
ぢ
や
都
し
の
ぶ
の
う
ら
み
て
も
な
ら
は
ぬ
波
に
か
こ
つ
袖
か
な
」（
明
日
香
井
集
・
詠
千

日
影
供
百
首
和
歌
・
旅
・
四
三
七
）
な
ど
と
も
詠
む
。　

〇
佐
夜
の
中
山　

遠
江
国
の
歌
枕
。
二
〇
番
歌
参
照
。　

〇
夢
路
た
え　

①

は
「
佐
夜
の
中
山
」
と
取
り
合
わ
せ
た
先
行
歌
。
雅
経
は
当
該
歌
合
が
開
催
さ
れ
た
の
と
同
じ
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
「
仙
洞
歌

合
」
に
お
い
て
も
「
な
が
め
わ
び
夢
路
た
え
ぬ
る
宇
津
の
山
月
も
う
ら
め
し
有
明
の
空
」（
明
日
香
井
集
・
羇
中
暁
恋
・
一
〇
八
一
）

と
詠
む
。　

〇
雲
に
ふ
す
夜
を　

二
句
な
ど
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
類
想
の
先
行
歌
に
②
な
ど
が
あ
る
。
雅
経
は
同

時
期
に
「
雲
に
ふ
し
嵐
に
宿
る
あ
し
び
き
の
山
の
い
く
へ
の
夕
暮
れ
の
空
」（
千
五
百
番
歌
合
・
雑
一
・
千
三
百
九
十
一
番
右
・

二
七
八
三
）
と
も
詠
む
。
ま
た
「
雲
に
ふ
す
人
の
心
ぞ
知
ら
れ
ぬ
る
今
日
を
は
つ
せ
の
奥
の
山
ふ
み
」（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
・

仏
寺
・
一
八
七
）
な
ど
の
同
時
代
詠
も
あ
る
。　

〇
と
ふ
嵐
か
な　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。
当
該
歌
合
の
直
前
に
詠
ま
れ
た
「
山
深
み

人
目
絶
え
た
る
夕
暮
れ
の
真
木
の
板
戸
を
と
ふ
嵐
か
な
」（
如
願
法
師
集
・
建
仁
元
年
十
二
月
二
日
、
影
供
御
哥
合
・
山
家
夕
嵐
・

八
三
五
）
な
ど
が
あ
る
。
一
七
番
歌
参
照
。



四
八

十
四
番左

勝�

具
親

27
草
枕
お
の
れ
ば
か
り
の
な
き
名
に
て
結
ば
ぬ
夢
に
あ
ら
し
吹
く
な
り

右�

道
清

28
萱
枕
か
り
そ
め
ぶ
し
の
さ
び
し
き
に
夜
半
の
あ
ら
し
ぞ
友
と
な
り
け
る

右
の
「
萱
枕
」
無
為
に
は
侍
る
を
、
左
の
「
結
ば
ぬ
夢
に
」
と
い
へ
る
、
を
か
し
く
見
え
侍
る
に
や
。

【
他
出
】

〈
左
歌
〉
な
し
。

〈
右
歌
〉『
夫
木
抄
』（
雑
十
四
・
萱
枕
・
石
清
水
三
首
歌
合
、
旅
宿
風
（
マ
マ
）・
一
五
三
九
八
）。

【
通
釈
】

十
四
番左

勝�

具
親

27
草
の
枕
は
（「
結
ぶ
」
も
の
と
い
う
が
）
自
分
だ
け
の
名
ば
か
り
で
、
結
ぶ
こ
と
も
な
い
夢
に
強
風
が
吹
く
の
が
聞
こ
え
る
。

右�

道
清

28
萱
の
枕
に
仮
の
旅
寝
を
す
る
寂
し
さ
に
、
夜
中
の
強
風
が
友
と
な
っ
た
こ
と
だ
。

右
の
「
萱
の
枕
」
は
無
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
左
の
「
結
ぶ
こ
と
も
な
い
夢
に
」
と
詠
ん
で
い
る
の
は
面
白
く
見
え
る
で
し
ょ

う
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

四
九

【
参
考
】

①
枕
に
も
袖
に
も
涙
つ
ら
ら
ゐ
て
結
ば
ぬ
夢
を
と
ふ
嵐
か
な
（
後
京
極
殿
御
自
歌
合
建
久
九
年
・
冬
・
五
十
一
番
右
・
一
〇
二
）

②
旅
寝
す
る
夢
の
中
に
も
散
る
花
の
さ
む
る
枕
に
あ
ら
し
ふ
く
な
り
（
御
室
五
十
首
・
春
・
五
五
五
・
家
隆
）

③
秋
風
に
心
乱
る
る
旅
寝
か
な
ゆ
ひ
と
め
ら
れ
ぬ
萱
枕
し
て
（
夫
木
抄
・
雑
十
四
・
萱
枕
・
家
集
、
旅
歌
・
一
五
三
九
七
・
源
仲
正
）

【
語
釈
】

〇
具
親　

生
没
年
未
詳
。
源
師
光
男
。
従
四
位
下
左
少
将
に
至
る
。
後
鳥
羽
院
に
見
出
さ
れ
、『
正
治
後
度
百
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』

な
ど
に
出
詠
。
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
の
『
三
十
六
人
大
歌
合
』
が
最
後
の
事
績
。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
従
五
位
下
左
兵

衛
佐
。　

〇
草
枕　
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。　

〇
お
の
れ
ば
か
り
の　

後
代
に
「
夏
草
の
深
き
思
ひ
も
あ
る
も
の
を
お
の
れ
ば

か
り
と
と
ふ
蛍
か
な
」（
土
御
門
院
御
集
〈
他
本
に
よ
る
増
補
〉・
夏
・
二
八
六
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
草
枕
」
の
こ
と
を
「
お

の
れ
」
と
い
う
か
。
類
似
の
先
行
例
は
見
え
な
い
。　

〇
な
き
名
に
て　
「
に
て
」、
異
文
「
ま
て
」（
群
）。「
な
き
名
」
は
根
拠
の
な

い
噂
。
通
常
は
恋
愛
に
関
し
て
詠
む
。
こ
こ
で
は
「
草
枕
」
と
い
え
ば
「
結
ぶ
」
も
の
な
の
に
、「
夢
」
は
「
結
ば
ず
」「
な
き
名
」
で

あ
る
と
の
趣
向
か
。　

〇
結
ば
ぬ
夢
に
あ
ら
し
吹
く
な
り　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。
表
現
は
①
や
②
の
先
行
歌
に
似
る
。

〇
道
清　
『
群
書
類
従
』
所
収
『
石
清
水
祠
官
系
図
』
は
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
「
卅
一
」
で
入
滅
と
し
、安
元
二
年
（
一
一
七
六
）

生
と
な
る
。
し
か
し
、
同
系
図
に
は
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
に
「
権
上
座
」
に
補
さ
れ
た
と
も
記
さ
れ
、『
廿
二
番
歌
合
治
承
二
年
』
に

も
出
詠
し
て
い
る
た
め
、「
卌
一
」
の
誤
写
で
、
永
万
二
年
（
一
一
六
六
）
生
か
。
慶
清
男
。
石
清
水
社
別
当
、
法
印
権
大
僧
都
に
至

る
。『
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
』『
石
清
水
若
宮
歌
合
元
久
元
年
十
月
』
に
出
詠
。『
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
』
は
道
清
の
「
結
構
」。『
新
勅

撰
集
』
に
入
集
。　

〇
萱
枕　

萱
を
結
ん
だ
枕
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
用
例
は
③
程
度
し
か
見
出
せ
な
い
。
二
句
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の

題
意
を
満
た
す
。　

〇
か
り
そ
め
ぶ
し
の　
「
仮
初
め
」
に
「
萱
」
に
ち
な
む
「
刈
り
」
を
響
か
せ
る
か
。
後
世
、「
独
り
寝
し
か
り
そ



五
〇

め
ぶ
し
の
萱
む
し
ろ
今
は
涙
を
重
ね
て
ぞ
敷
く
」（
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
・
寄
筵
恋
・
八
十
五
番
右
・
一
六
九
・
中
宮
但
馬
）
な
ど

の
例
が
あ
る
。　

〇
夜
半
の
あ
ら
し
ぞ　

題
字
「
嵐
」
を
詠
む
。　

〇
友
と
な
り
け
る　
「
嵐
」
を
「
友
」
と
す
る
先
行
例
は
見
出
せ

な
い
。
同
時
代
に
「
慣
れ
ぬ
間
ぞ
ひ
さ
し
く
も
あ
る
深
山
べ
は
嵐
も
今
は
友
と
な
り
け
る
」（
露
色
随
詠
集
・
閑
居
百
首
・
一
八
六
）

の
例
が
見
え
、
後
代
に
用
例
が
増
え
る
。
一
七
番
歌
参
照
。

〇
無
為　

特
別
な
難
が
な
い
こ
と
。
四
番
判
詞
に
も
。

十
五
番左

勝�

家
長

29
明
け
ば
ま
た
い
な
ば
の
山
の
嶺
に
吹
く
松
の
あ
ら
し
ぞ
名
残
な
る
べ
き

右�
秀
能

30
た
か
ま
ど
の
野
路
の
し
の
原
ゆ
き
く
ら
し
片
敷
く
袖
に
あ
ら
し
落
つ
な
り

左
歌
、
か
の
『
古
今
』
の
歌
に
「
立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
嶺
に
お
ふ
る
」
と
い
へ
る
を
、「
明
け
ば
ま
た
い
な
ば
の
山
の
嶺
に

吹
く
」
と
い
へ
る
心
よ
ろ
し
く
侍
り
。
勝
る
と
申
す
べ
し
。

【
他
出
】
左
右
と
も
な
し
。

【
通
釈
】

十
五
番左

勝�

家
長

29
夜
が
明
け
た
ら
ま
た
行
く
因
幡
の
山
、
そ
の
山
頂
に
吹
い
て
い
る
松
の
強
風
ば
か
り
が
名
残
で
あ
ろ
う
か
。



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

五
一

右�

秀
能

30
高
円
の
野
の
道
の
篠
の
原
を
行
く
う
ち
に
日
が
暮
れ
て
、
独
り
寝
の
床
に
敷
い
た
袖
に
強
風
の
落
ち
て
く
る
音
が
聞
こ
え
る
。

左
歌
は
あ
の
『
古
今
集
』
の
歌
に
、「
立
ち
別
れ
て
行
く
、
因
幡
の
山
の
嶺
に
生
え
て
い
る
」
と
詠
ん
で
い
る
の
を
、「
夜
が
明
け

た
ら
ま
た
行
く
因
幡
の
山
、
そ
の
山
頂
に
吹
い
て
い
る
」
と
詠
ん
で
い
る
趣
向
が
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
勝
る
と
申
す
べ
き

だ
。

【
参
考
】

①
明
け
ば
ま
た
越
ゆ
べ
き
山
の
嶺
な
れ
や
空
行
く
月
の
末
の
白
雲

（
老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
廿
四
番
左
・
四
四
七
・
家
隆
／
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
三
九
）

②
立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
峰
に
お
ふ
る
ま
つ
と
し
き
か
ば
今
か
へ
り
こ
む
（
古
今
集
・
離
別
・
三
六
五
・
在
原
行
平
）

③
思
ひ
こ
し
い
な
ば
の
山
の
嶺
に
し
も
頼
め
ぬ
松
の
嵐
を
ぞ
聞
く（

老
若
五
十
首
歌
合
・
雑
・
二
百
四
十
五
番
右
・
四
九
〇
・
宮
内
卿
）

④
荻
原
や
霜
お
く
色
は
か
は
れ
ど
も
嵐
を
秋
の
名
残
と
ぞ
思
ふ

（
新
宮
撰
歌
合
建
仁
元
年
三
月
・
嵐
吹
寒
草
・
二
十
六
番
右
・
五
二
・
忠
良
／
三
百
六
十
番
歌
合
・
冬
・
十
九
番
左
・
四
六
九
・
下
句

「
嵐
に
秋
の
名
残
を
ぞ
聞
く
」）

⑤
た
か
ま
ど
の
野
路
の
篠
原
す
ゑ
さ
わ
ぎ
そ
そ
や
秋
風
け
ふ
吹
き
ぬ
な
り

（
関
白
内
大
臣
歌
合
保
安
二
年
・
野
風
・
一
番
右
・
一
六
・
基
俊
／
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
七
三
）

⑥
木
の
葉
ち
り
て
後
は
む
な
し
き
外
山
よ
り
枯
れ
野
の
草
に
嵐
お
つ
な
り

（
新
宮
撰
歌
合
建
仁
元
年
三
月
・
嵐
吹
寒
草
・
二
十
一
番
左
・
四
一
・
良
経
）



五
二

【
語
釈
】

〇
家
長　

生
年
未
詳
～
一
二
三
四
年
。
源
時
長
男
。
後
鳥
羽
院
の
近
臣
。
和
歌
所
開
闔
と
し
て
『
新
古
今
集
』
の
編
纂
に
関
わ
る
。

『
正
治
後
度
百
首
』『
千
五
百
番
歌
合
』『
洞
院
摂
政
家
百
首
』
な
ど
に
出
詠
。
隠
岐
の
後
鳥
羽
院
と
も
連
絡
が
あ
っ
た
。
著
作
『
源
家

長
日
記
』。『
新
古
今
集
』
初
出
。
当
時
、
従
五
位
下
右
馬
助
。　

〇
明
け
ば
ま
た　
「
夜
が
明
け
た
ら
」
と
詠
み
、
現
在
が
夜
で
あ
る

こ
と
を
示
し
、
二
句
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。
①
や
「
明
け
ば
ま
た
秋
の
半
ば
も
過
ぎ
ぬ
べ
し
か
た
ぶ
く
月
の
惜
し
き

の
み
か
は
」（
三
百
六
十
番
歌
合
正
治
二
年
・
秋
・
四
十
番
右
・
三
六
八
・
定
家
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
り
、
新
古
今
時
代
以
降
に
多
い
表

現
。　

〇
い
な
ば
の
山
の　
「
因
幡
」
に
「
去
な
ば
」
を
掛
け
る
。
判
詞
の
指
摘
ど
お
り
②
を
意
識
す
る
。
同
時
代
に
も
「
秋
も
ま
た

い
な
ば
の
山
の
嶺
の
松
か
は
ら
じ
色
を
し
を
る
嵐
に
」（
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
・
因
幡
山
因
幡
・
一
八
七
・
家
隆
）
な
ど
の
例
が
あ

る
。　

〇
嶺
に
吹
く　

判
詞
の
指
摘
ど
お
り
、
本
歌
の
「
お
ふ
る
」
を
「
吹
く
」
と
転
換
す
る
。　

〇
松
の
あ
ら
し
ぞ　

題
字
「
嵐
」

を
詠
む
。
同
じ
表
現
の
先
行
例
は
少
な
く
な
く
、「
山
ふ
か
き
松
の
あ
ら
し
を
身
に
し
め
て
誰
か
寝
覚
め
に
月
を
見
る
ら
ん
」（
千
載

集
・
雑
上
・
一
〇
〇
五
・
藤
原
家
隆
）
な
ど
新
古
今
歌
人
の
用
例
が
目
立
つ
。
特
に
③
は
類
似
す
る
。　

〇
名
残
な
る
べ
き　
「
嵐
」

を
「
名
残
」
と
捉
え
る
発
想
は
珍
し
く
、
④
の
影
響
が
あ
る
か
。
家
長
は
「
滝
の
音
は
つ
ら
ら
に
た
ゆ
る
深
山
べ
の
松
の
あ
ら
し
ぞ
峰

に
の
こ
れ
る
」（
正
治
後
度
百
首
・
氷
・
五
四
九
）
と
も
詠
ん
で
い
る
。

〇
秀
能　

一
一
八
四
～
一
二
四
〇
年
。
藤
原
秀
宗
男
。
従
五
位
上
左
衛
門
尉
に
至
る
。
後
鳥
羽
院
の
北
面
な
が
ら
歌
才
を
認
め
ら
れ
、

和
歌
所
寄
人
に
な
る
。『
元
久
詩
歌
合
』『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』『
遠
島
歌
合
』
な
ど
に
出
詠
。
承
久
の
乱
後
に
出
家
。
家
集

『
如
願
法
師
集
』。『
新
古
今
集
』
初
出
。　

〇
た
か
ま
ど
の
野
路
の
し
の
原　
「
た
か
ま
ど
」
は
大
和
国
の
歌
枕
。
⑤
や
「
た
か
ま
ど
の

野
路
の
篠
は
ら
風
さ
え
て
た
ま
く
る
袖
に
霰
た
ば
し
る
」（
今
撰
集
・
冬
・
行
路
霰
・
一
〇
一
・
俊
恵
／
治
承
三
十
六
人
歌
合
・

三
三
五
）
な
ど
、
院
政
期
に
早
い
例
が
見
え
る
。　

〇
ゆ
き
く
ら
し　

先
行
例
に
「
豊ト
ヨ
ク
ニ
ノ

国
乃　

聞キ
ク
ナ
ガ
ハ
マ

之
長
浜　

去ユ
キ
ク
ラ
シ晩　

日ヒ
ノ
ク
レ
ユ
ケ
バ

之
昏
去
者　



建
仁
元
年
『
石
清
水
社
歌
合
』
注
釈

五
三

妹イ
モ
ヲ
シ
ゾ
オ
モ
フ

食
序
念
」（
万
葉
集
・
巻
十
二
・
問
答
歌
・
三
二
一
九
。
二
句
「
ク
ナ
」
の
右
に
「
本
」
と
注
記
。
西
本
願
寺
本
訓
「
キ
ク
ノ
ナ
ガ

ハ
マ
」）
な
ど
が
あ
る
。　

〇
片
敷
く
袖
に　

上
句
と
と
も
に
「
旅
宿
」
の
題
意
を
満
た
す
。「
神
奈
月
よ
は
の
時
雨
に
こ
と
よ
せ
て
片

敷
く
袖
を
ほ
し
ぞ
わ
づ
ら
ふ
」（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
一
六
・
相
模
）
な
ど
の
先
行
例
が
あ
る
。　

〇
あ
ら
し
落
つ
な
り　

題
字
「
嵐
」

を
詠
む
。
先
行
例
は
⑥
が
見
え
る
程
度
で
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
か
。


